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　火曜日、午後の実習前。Ｚ歯科大学教育棟五階の実習室では、四年生がそれぞれ課題の修正に励んでいた。

　授業時間ではないので、数人の女子が模型を睨みながら、ぺちゃくちゃと喋っていた。

「うっそ、マユちゃんって山野先輩と別れたの？」

「で、もう俵君とくっついた」

「早っ！　あ、まーちゃん、白衣の袖、ワックスつきそう」

「ありがと。でも、俵君ってワカちゃんのこと好きだったんじゃないの？」

「やめてよ。好みじゃない」

「ふーん。私も俵君はちょっとねえ」

「でもさ、お金持ちだよ」

「やだあ。あーあ、うちの学年ってイマイチよね」

「そう？　杉田君いいじゃん、イケメンだし」

「あれ、この歯、こんな形で良かったんだっけ？　杉田君は性格がね」

「ちょっと咬合器ごと見せて。前川君は？　優しいよ」

「前川君ねえ……」

「柚木君は？　頭いいじゃん。ノート助かったあ」

「えー、ないない。あの服もない」

「無理無理。髪もだっさださ」

「もし、格好良かったとしても、ムリ。あんた、生活レベル落とせる？」

　女子たちは小馬鹿にしたように笑った。実習器具を入れる袋でさえエルメスやシャネルのものを使っている彼女たちに、貧乏学生は眼中にない。

「にゃ、ユノ君、かっこいいにゃ！」

  今まで黙っていた和田サユミが急に口を開いた。学年で、いや、大学中で浮きまくりの彼女は、引きずりそうな髪を金色に染めて耳の上からのツインテールにしている。

「はいはい、好きにしなよ。サユミ、その歯、上下逆に付いてるよ」

「にゃー。ユノ君はソードブルーそっくりなのにゃー」

　彼女はアニメキャラのマスコットがじゃらじゃら付いたバッグから薄い冊子を出した。

「なによ、それ」

「地球戦隊ソードフォース。……のコスプレ写真。ソードブルー限定。ユノ君そっくりにゃん」

　栗色の巻き髪の女子がちらりと覗いて、鼻で笑った。

「なーに、これ。……あら、ちょっとかっこいいじゃない、このモデル」

「そうにゃ。ユノ君に似てるにゃん」

「……似てる？」

　女子たちは模型そっちのけでページをめくり、二つ向こうの実習テーブルの柚木ゆのき俊しゅん太た郎ろうと見比べてケラケラ笑った。

「サユミぃ、ぜんぜん似てないって。よく見なよ、この歯並び完璧。柚木君と違うでしょ。モデルに悪いよ」

　その柚木は三人の男子学生と模型に取り組んでいた。

　柚木が一緒にいるのは、茂木、浅田、白井だ。四人とも同じような風貌で、さすがに不潔感はないが、ファッションに興味がないのか服の趣味もいまひとつ冴えない。オタクではなく、ただ真面目で勉強だけは良くできる。ほかの男子学生のように夜遊びもできず、女子に話しかけられても冗談一つうまく言えないため、モテ要素は全くない。

　むくれたサユミは冊子を持って柚木たちのテーブルに向かった。

「ユノ君、ユノ君。ねえ、これってユノ君にゃん？」

　気味の悪い笑顔と怪しい語尾で同級生の和田サユミが近づいてきた。　写真集を広げて、柚木に見せた。

「なに？」

　柚木は怪訝な顔をして見せた。

　サユミの背後のテーブルで女子たちがニヤニヤ笑っている。柚木と一緒の三人組も不思議そうに見ている。

「ごめん、和田さん、なに言ってんのかわかんないだけど」

「あ、ユノ君、隠れコスにゃ？」

　写真集をぱらぱらめくって、和田は柚木に見せた。大層なヘルメットと衣装にマントを着けた若者が派手な飾りのついた剣を振りかざしている。

「なんだかわかんないけど、違うよ。それ、すごいけど、そういうの興味ないし」

「えー、違うの？　ほら、すんごく似てるにゃーん」

「似てる？　そうかなあ？　ごめん、本当に違うよ。ほら、歯並びが。僕の左上二番引っ込んでる」

　やんわりと柚木は彼女を退けた。

「絶対ユノ君にゃあ」

「そんな格好できないって。……そういうのって本屋で売ってるの？」

　逃げ出したかったが、これだけは確認しておかなければ。

「うん。アニメとか同人誌の専門店なら必ずあるにゃん。コミケとか通販でも買えるにゃ」

「ふーん」

  興味なさそうな表情で、柚木は模型を持った。

「ごめん、これ、やらなきゃ。……もう、いい？」

  素っ気なく追い払って、柚木は席に着いた。










　柚木俊太郎は何が何でも六年間で大学を卒業しなければならない。

　それも特待生で。なぜなら特待生は授業料が半分だから。柚木の通うＺ歯科大学は年間授業料が五百万。プラス実習費、材料費、教科書代で軽く数十万かかる。再試は一教科につき三千円。だから絶対に単位試験を落とすわけにはいかない。

　柚木は「真面目な学生」なので、授業は全部出席して一番前で聴講するし、レポートも馬鹿丁寧に書く。実習はできるだけ材料を無駄にしないように一度で完成を目指す。口頭試問も一度で通るように集中する。再実習や再試にとられる時間ははない。そうやってやっと四年生までこぎつけたのだ。今のところ、失敗はない。もちろん、これからもだ。

　実習終了後、また和田サユミが近づいてきた。

「にゃにゃ、今度、写真撮らせておくれだにゃ。眼鏡白衣。ユノ君かっこいいにゃー」

　サユミは招き猫のような拳をくいくいと振った。

「悪いけど、お断り。苦手なんだ」

　柚木はそういって席を立った。これ以上彼女と話していると、声に怒りが出てしまう。腹の中は煮えくりかえっているのだ。

「あの野郎！」絶対に外には出さない、個人で楽しむという契約なのに。あれは何だ。よりによって同級生が持っているとなると、後々やっかいなことになる。

　ロッカールームに行くと、茂木がぼそりと聞いた。

「柚木君、さっき和田さんと何話してたの？」

「ああ、なんかね、写真撮らせてって」

　柚木はロッカーに教科書を突っ込んだ。

　茂木は普段女子が近づいてきても、うまく喋ることができない。

「ふーん。そっか」

「なに、茂木君、和田さん気になるの？」

「ううん」

　否定した茂木の顔が赤かった。
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　火曜の授業終了後、柚木は生化学教室に向かう。教授に研究テーマを与えられていて、実験を行い論文を書かねばならないのだ。

　全国の歯学部学生対象の研究論文コンテストがある。自分からエントリーするような熱心な学生はおらず、特に、基礎系講座では皆無といってもよかった。柚木も全く興味がなかった。だが、特待生で、なおかつ奨学金をもらっていることが教授会の目にとまり、無理矢理のように選ばれてしまったのだ。金にならないことはしたくない。そんな時間があれば、アルバイトをしたかった。さすがにそんな理由は言えず、結局、引き受けることになった。入賞者には幾ばくかの賞金と海外研修という名の旅行が与えられるのだ。海外旅行はともかく、賞金は魅力だった。

　柚木は与えられた実験を淡々とこなした。

　助教の佐原が覗き込んだ。

「柚木君、どう？」

「今日はこれを培養器に入れちゃったら終わりです。佐原先生、この細胞の形態って、一定ですか？　なんか違うのが出るんです」

「どれ、見せて。ああ、いいんだ。構わない。これも一つの結果だから」

「そうですか。じゃ、これは保存、っと」

「あのね、少々違うのが出ても気にしない。ってか、それが大事なこともよくあるから。結果が出そろったあとで比較すればいいんだ」

「はい」

　柚木は素直に肯いて、器具を片付け始めた。

「ああ、もう七時か。メシ、行く？」

「いえ、すみません。失礼します」

　実験するのは午後七時までと決めている。今からまたアルバイトだ。







　火曜の仕事場は、大学から三十分離れた場所にあるマンションの一室だ。オートロックを解除して、勝手に中へ入る。十五階の角部屋。渡されている鍵でドアを開けた。

　いつもなら、シャワーを浴びて、用意されている衣装を身につけるが、今日は違う。純白のボディスーツと肩章、羽の形のマントとサングラス付きのヘルメット、宇宙の使者だかなんだかの服装らしいが、全部無視だ。

　ほとんど家具のないだだっ広い部屋の角に申し訳程度のテーブルと椅子。そこに座ってレポートを書いていると、玄関の開く音がして、部屋の主が入ってきた。

「ごめんごめん、最後に急患が来ちゃっ……あれ？　柚木君どうしたの？」

　きょとんと丸い目を見開いて、中村が首をかしげた。愛嬌のある顔にぷよぷよと丸い身体、どこかのご当地ゆるキャラのようだが、れっきとした歯科医師だ。

「こんばんは」

　柚木はぶっきらぼうに挨拶した。

「ああ、こんばんは。衣装、合わなかった？」

「いいえ。先にお話があります」

「どうしたの？」

　人の良さそうな顔で中村が尋ねた。少しおっとりとした口調。全体的に優しいイメージだ。実際患者にも優しいのだろう、結構評判がいいらしい。これに丸め込まれてはいけない。柚木は中村の目をじっと見た。

「先生、僕に嘘つきましたね。個人的に楽しむだけの写真で、外には出さないって契約です。写真集なんて聞いてないです」

「あ……見ちゃったの……」

　もじもじとばつの悪そうな様子で中村が言った。根っからのオタクの彼は、コスプレが趣味で自分で着られない衣装を柚木に着せては楽しんでいる。

「見ちゃったの、じゃありません」

「申し訳ない。あまりに格好良かったから……」

「理由になりません。あんな本、どれくらい作ったんですか」

「種類？　冊数？」

「種類ってことは複数種あるってことですね。困ります。僕は、先生の個人的な写真に協力するだけという契約です。ネットや写真集など外部に出るというのは最初にお断りしているはずです」

　柚木の強い口調に、しょんぼりとうなだれる中村は打たれ弱い。

「写真集、同級生が大学に持ってきました」

「ばれたの！」

　中村が大声を出した。柚木はむっつりと返事をしなかった。

「うわあ、ごめん！　本当にすまない」

　中村も同じ大学の卒業生だ。大学がどんなところか充分に知っている。中村自身もこの趣味を隠しに隠している。この部屋も、コスプレのためだけに買ったくらいだ。

　柚木にはコスプレの趣味は全くない。ただ給料の良いアルバイトで、なおかつ、中村が学生時代に使っていた実習道具がもらえるから引き受けている。細々した実習道具はどの教科も揃えるのにかなりの金額がかかる。それを中村から全部もらうことになっているのだ。少々、妙な格好をしてポーズを決めるくらい、他のアルバイトに比べればなんでもなかった。だが、おしまいだ。

「もう、出さない。本当だ」

「絶対に。お願いします」

　柚木は立ち上がった。

「えっ、帰っちゃうの？」

「やめさせていただきます」

　軽く頭を下げて、バッグを持った。バイト代は惜しいが、仕方がない。

「そんなあ。ねえ、考え直してよ。本当に絶対に外には出さないから！」

「中村先生、僕は先生を信用していたんです。手を出すのも我慢してくださってた。それは感謝しています。でも、先生は僕の信用を裏切ったんです」

「柚木君……」

　中村が真っ赤な顔をしていた。

　コスプレをした男に欲情する、中村のその性癖を柚木は知っていた。

　シャッターをきりながら、中村はいつも勃起していた。でも、柚木には手を出さなかった。柚木が帰ったあと、彼が脱いだ衣装で自慰するのだ。

「頼む。やめないで……」

　懇願する表情に、心が動いた。柚木は黙ってバッグを置いた。

「柚木君……？」

　ブーツを手に取り、つま先を中村に突きつけた。

「写真は撮らないこと。バイト代アップ。その条件でなら衣装を着ます。これで踏んで差し上げます。いかがですか」

「あ……」

　中村の顔の赤さが増し、耳まで染まった。

　ブーツの先で中村の顎、首、胸と撫で下ろし、柚木は冷たい目で笑った。

　一回り以上も年下の若者に内面を引きずり出された中村が、床に座り込んだ。

「誰にも言わないで」

「先生が約束を守ってくだされば、言いません」

　中村がこくりと上目遣いで肯いた。

　この日、柚木は中村と新たに契約を交わした。
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　柚木に毎日のように和田サユミがまとわりつく。

「ユノ君、ユノ君、ねえねえ、お願いだにゃー！　写真撮らせてほしいにゃ」

「ごめん、本当に。嫌いなんだ」

「にゃー、一枚だけでいいにゃん」

　ネコの手真似をしているが、ちっともかわいいとは思えない。

　無視して講義室を出た柚木の横で、茂木がもじもじしていた。浅田と白井も和田を見ている。四年生にもなるのに、三人とも同級生の女子とまともに話したことなどない。たとえ奇妙な和田でも女子は女子だ。うらやましくて仕方がない。

「柚木、一枚ぐらいいいんじゃない？」

「イヤなんだよ」

「だって、和田さんがあんなに頼んでるよ」

「そうだよ。女の子とつきあえるかもしれないよ？」

　浅田も言い出した。

　彼らは柚木も自分たちと同じタイプだと思い込んでいる。

　学食で昼食を摂りながら、白井がおずおずと提案した。

「ねえ、今度一緒に服買いに行かない？」

「服？」

「うん……あの……ちょっとカッコイイのほしくない？」

　浅田と茂木が箸を止めてこっくりと肯いた。

　白井が自分のシャツを引っ張った。

「あの、ほら……ね、なんていうか、その……母親の買ってくるこういうのじゃなくて」

　やっぱり自分で買ってなかったのか、と柚木は胸の中で呟いた。が、口からは別の言葉が出た。

「それ、バーバリーだろ？　すごくいいものじゃない。もったいない」

「うーん……浅田のみたいだったらかわいくていいかも」

「えっ、いいかなあ。僕の母親の趣味なんだよね、これ」

　浅田の服はすべてカステルバジャックの、靴下までどれも全部イラスト付きのものだ。

「僕のもね……」

　もごもごと茂木も自分の服に目を落とした。彼のも一流ブランド品ばかりだ。

「どこ行く？　みんな、どこで買ってるんだろう。デパート？」

「ファッションビルじゃないかな」

「えー……」

「行ったことある？」

　茂木の問いに、浅田と白井は首を振った。

「柚木は？」

「僕はスーパーにしか行かない」

　大学用の服はスーパーマーケットの物しか着ないようにしている。

　柚木に金がないのは三人もよく分かっているので、無理や嫌みにならないように気を遣っている。

　浅田がぼそっと言った。

「ＦビルのＭＭＧって店がいいらしいよ。妹が言ってた」

「へえ」

「行ってみない？」

　セレクトショップＭＭＧの店員、榎本はどんなに冴えない男でもイケメンに変身させるというカリスマスタイリストだ。彼は客の要望に応えて、ホストからお坊ちゃんまで、カジュアル、フォーマル問わず自在にスタイリングする。若手の政治家まで顧客にいると評判だ。彼ならば無茶な服は売らない。この三人が行ってもぼったくられる心配はないだろう。柚木は榎本ならば任せても安心だと思った。ただ、大学用のセンスは目の前の三人がお手本だったのに、変えられてしまうのはちょっと残念な気がした。

「早速、今日の帰り、行かない？」

　三人は盛り上がっていた。

「ごめん。今日は火曜だから生化に寄らなきゃ。変身、楽しみにしてるよ」

　柚木はカレーをぱくりと食べた。
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　羽で乳首の先を撫でると、中村が呻いた。

「……う…………」

「声、出さないでください」

　柚木はエナメルの手袋で乳首を弾いてやった。今日の衣装はブルーのエナメルスーツだ。肩から胸に掛けてＶ字に黒のアクセントとエンブレムが付いている。ブーツと手袋は黒。何のキャラクターなのかは聞きたくもない。ストレッチが利いていないので着にくいことこの上ないが、これも仕事だ。中村がバイト代を一万円上乗せしたのだ。少々のことは我慢する。

「へえ……先生はこれがお好きなんですか」

　ピンと乳首の先端を強めに突く。

「ダメですよ、声を出しては」

　片手でそっと口を塞いでやった。頬を撫でるだけで、中村のスラックスの下腹部が少し持ち上がる。それを無視して、白いたぷたぷとした腹の上で黒のエナメルの指を踊らせてみる。

　中村の腹が荒い息とともにぶるぶると上下する。

「ここがもう苦しいんですか？」

　かすかに触れるか触れないかの位置で、ファスナーのあたりを撫でてやると、中村がまた呻いた。

「また声を出しましたね。ダメな先生だ」

　柚木は中村のベルトだけを引き抜いた。床に座ってソファにもたれている彼を見下ろす位置に立ち、二つ折りにしたベルトをパシンと鳴らした。このキャラクターに似合うポーズなのだろう。中村の頬が紅潮した。

「ああ、先生、恥ずかしくないんですか。染みができてます」

　いまので先走りが滲んだのだろう。中村のスラックスの前が小さく色を変えていた。

　柚木は、姿見を示した。

「どうですか、先生」

　中村を後ろから抱きかかえるようにして、二人で鏡に映った。中村の白い腹にヒーロースーツの腕が絡む。中村がうっとりと見入り、染みが少し広がった。柚木の冷ややかな視線を鏡の中で中村がたどって、うつむいた。手で隠そうとするのを制して、柚木は囁いた。

「やっと恥ずかしくなったんですか？　よく見てください。さっきより大きくなってます。ああ……大きくなってるのは、染みだけじゃないですね。触ってないのに……ね、先生」

　ぴくりと中村が肩を震わせた。

「……あっ」

「誰が声を出していいと言いました？」

　柚木は立ち上がって、中村の敏感な部分をブーツの先で踏みつけた。

「あ……ああっ……！」

　中村が反り返って喘いだ。はあはあと弾ませる息が速くなる。

「そのまま出すつもりですか？」

　尖ったつま先で膨らみを上下させて、柚木は訊いた。

「自分で、できますか」

　柚木の許しで、中村は慌ててファスナーを下ろした。

「いやらしい先生。淫らなことしか考えてないんだ。ほら、もうそんなに簡単にイっちゃいそう」

　腕を掴んで、扱いている手を止めさせると、中村が涙目で柚木を見た。

「我慢ひとつできない。わがままでイヤらしい先生」

　中村の額に汗が浮かんでいる。柚木は彼の根本をぐっと押さえ、尖端をつついて溢れている蜜を周囲に塗りつけた。

「あ……だめ……ああ……」

　悶える中村の、限界までそうやって虐めてやる。

　その顔を眺めながら、柚木は不意に同級生たちのことを思い出した。いつだったか、茂木たちはまだ童貞だと告白した。彼らは風俗に行って処理することもしない優等生だ。もちろん、柚木も同じ仲間だと思われているし、思われるように努力している。彼らが自分のこんな姿を知ったらどんな顔をするだろう……。

「先生は、ここははじめてですか」

　蜜の付いたエナメルの指を後ろに這わせると、中村がのけぞった。中村には女性経験も男性経験もない。茂木たちと同じタイプだ。

「ここで、楽しみたいですか？」

　中村が怯えた目をした。

「無理はしません。先生はいやらしいから、ここもお好きかと思っただけです」

　前を押さえられた上に後ろを刺激されて、中村が柚木にすがった。

　柚木は彼を突き放して、背を向けた。

「ああっ……はあ……」

　鏡越しに中村と目が合った。中村は鏡の中の柚木を見つめながら、達した。
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「柚木、おはよう！」

　朝のロッカールームで茂木、白井、浅田が柚木を待ち構えていた。

「おはよう。ああ、服、買ったんだね」

　うん、と三人が同時に肯いた。どう？と目が訊いている。

　確かに、熊のイラストはなくなってるし、見慣れたベージュブラウンのチェックもない。が、イメージが全く変わっていないのはなぜだろう。ＭＭＧの榎本のスタイルとは思えない。

「えーと……その服って、そうやって着るの？」

　柚木の問いに、三人とも顔を見合わせた。

「店員はこれ、出せっていうんだけど……」

　茂木がシャツを指した。上品な薄水色のストライプのシャツ、焦げ茶のコットンパンツとモカシンが茂木に似合っているが、襟は一番上までボタンが留めてあり、シャツの裾がパンツにしっかり入っており、ベルトできっちり縛られている。

　白井はグリーン系統、浅田はピンクでアクセントを入れたグレー系統のコーディネートだが、同じようにシャツの裾がパンツインされ、どうにも不格好だ。よく見ると、パンツの裾が短い。少しローライズで穿くものを、無理矢理ウエスト位置まで引っ張ってベルトで止めているからだと気づいて、柚木は何も言うまいと決めた。それを指摘すると、きっと彼らは傷つくだろう。

「僕は服のことはよくわかんないなあ……。色はすごくキレイだし、似合ってると思うよ」

　柚木は榎本が気の毒になった。せっかくのスタイリングが台無しどころか、全く別物になっている。同時に、ちょっとほっとした。彼らを見習って過ごしていれば、目立たない。彼らのセンスは柚木のお手本なのだ。

「そうなんだよね。色がキレイだって、母親も喜んでた」

「よかったね」

　いつものシャツとジーンズ姿の柚木は、おしゃれに変身したと自負する三人と一緒に、講義室に入った。

　めざとい女子たちが唖然と彼らを見て、クスクス笑った。
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　今日の衣装は、真っ赤なライダースーツだ。本物のバイク用ではないため、少し薄手で、動きやすい。毎回こういうのだと助かると思いながら、首までファスナーを引き上げた。「マジかよ」

　衣装とともに置いてあったペーパーバッグを覗いて柚木は呟いた。中身は特大サイズのディルドだった。

「ああ、先週、言っちゃったから用意したのか。マジでやる気なのかなあ」

　こういうことは安易に行うべきでないと柚木は躾けられている。

　いそいそとやってきた中村は、すでに上気した顔をしている。

「カッコイイ……今日のもよく似合ってるね」

「どうも。先生、あれ、本気ですか？」

　柚木はペーパーバッグを指した。

「……うん」

　小さな声で中村が肯いた。

「最初っからあんなの、無理だと思います。ちょっと真面目に聞きますけど、先生、ああいうの使われたことは？」

　中村が首を横に振った。

「全く初めてですか」

　今度は縦に一回。

「僕は無理強いはしません。ご希望ならやりますけど……でも最初からあんなの使ったら、入院騒ぎですよ」

「そうなの……？」

「もし、本当に後ろで感じたいなら、そうおっしゃってください。徐々にお望み通りにして差し上げます」

　柚木は中村の乳首を摘んで、どうします？と目で問うた。





了









三番目の月曜日
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　スタジオ・翼はこの地区でも大きなヘアサロンで、オーナーの君原翼は三十に満たない年齢で成功を収めている。センスは抜群なのに、彼自身の見た目は、非常にストイックなイメージだ。美容師然としていない、理容師の白衣を着せていた方がしっくりくるような、静かできりりとした西洋の修道僧を思わせる風貌をしている。それが人気を呼んでいるが、雑誌などには滅多に出ない。私生活を一切さらさず、あくまで実力勝負で仕事に打ち込んでいる。

　第三週目の月曜日。柚木は、授業が終わるとスタジオ・翼に向かう。定休日のサロンの裏口へ周り、三階へ上がる。そこが君原の私宅だ。

「こんにちは」

「入って。ああ、また、そんな服着て……」

　柚木に頭から足まで視線を這わせて、君原が眉をひそめた。

　靴紐を解きながら、柚木は返した。

「学校に行くときはこの格好がいいんです」

　毎回、同じ台詞。君原もそれは分かっている。

「俊、逢いたかった……」

　まだ片方の靴しか脱いでいないのに、君原が柚木を抱きしめた。片手で柚木の髪を梳いて、耳を噛んだ。

「髪、先月よりも伸びるのが早くなってる。ストレス、多かった？」

「ちょっと、実習とか忙しかったから、それかも」

　君原の唯一の休みの日である第三月曜日に彼と過ごすのが、柚木のアルバイト内容で、ただ、君原の言うなりになっていればいいのだ。

　玄関先で抱きしめられたままのキスはミントの香り。清潔感のあるキスは柚木も心地よい。

「腹減ってない？」

「少し」

「育ち盛りのくせに」

「もうハタチ越えてます」

「キルヒナさんのソーセージと天然酵母のパンがある」

「あ！　それならいただきます」

　知る人ぞ知るドイツ料理店のオーナーが作る絶品だ。店は二ヶ月先まで予約が取れないがオーナーの妻が君原の顧客で、差し入れに持ってくるのだ。

　コクのあるドイツビールとソーセージはよく合って、柚木の好物だ。

　君原がカットしたソーセージを柚木の口に運ぶ。もう片手は柚木の太腿に置かれている。

「んー、旨い！」

「よかった」

　笑みを浮かべた君原は、柚木のシャツの裾から手を入れた。

「くすぐったい……。先にシャワー浴びさせてください」

　バスルームで汗を流し始めた柚木の背後で、ドアが開いた。

「シャンプーしてあげよう」

「ありがとうございます」

　柚木は素直に従った。君原の顧客でも彼に髪を洗ってもらえない。

「たまにはシャンプーボーイになりたいんだよ」

「光栄です」

　君原が丁寧に柚木の頭皮をマッサージしてゆく。

「あー、すごく気持ちいいです」

「疲れてるんだね。大学、忙しいんだ」

「ええ、まあ。翼さん、本当に気持ちいい……」

　シャワーで泡が流れていくのをぼんやりと眺めている柚木に、ひらめきがあった。

「あ！　翼さん！　パーマ液って髪のタンパク質を変性させるんですよね。成分ってなんですか」

「え？　パーマ液の成分？　いま、種類が結構出てるけど……」

「それ、教えていただけますか。僕、ちょっと実験やってるんですけど、もしかしたら理論上引用できるものがあるかも」

「そう。じゃあ、あとで解説してあげる」

「お願いします」

「いいな、そういうの。勉強熱心なのって好きだな……こっちもシャンプーしていい？」

　君原が柚木の陰毛も泡立てた。
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　君原が柚木のペニスをおいしそうにしゃぶる。彼はそうするのが好きで、呆れる程舐め続ける。その間、柚木は君原の後ろを解して彼の気分を高めるようにするのだ。

　ベッドルームのチェストには、様々な形態のディルドが入っている。君原は、器具を挿入されるのを好む。

「どれにします？」

「ん……どれでも…いい……はやく……欲しい…………」

　あられもなく脚を開き、せがむ君原を焦らしながら、柚木はローションをたっぷり使ってアナルパールをあてがった。

　細いタイプのそれの、つるりとした球体部分が一つずつ君原の中に飲み込まれてゆく。前立腺に当たったのか、君原が悲鳴のような喘ぎを漏らした。

　これくらいなら、中村にも使えるかと柚木は思ったが、初心者にこれが向いているかを君原に問うのは無粋以外の何ものでもない。

「俊……俊……っ……！」

「ここにいます」

　耳朶を甘く噛んで、柚木は囁いた。そして、君原自身を握り、後ろと前を一緒に刺激して、彼を極みへ導いた。

「…俊、最高……」そういって、君原が柚木を抱きしめた。

　一緒に風呂に浸かりながら、君原が訊いた。

「俊、ねえ、まだ他のバイトもしてるの？」

「ええ」

「妬ける。僕の他にもいるんだ……」

　柚木は、「ごめんなさい」と謝って君原に口づけた。

「エノとまだ逢ってる？」

「いえ。榎本さんとの契約は終わりました」

「じゃあ、全然？」

「ええ。ああ、服のことではシーズンごとにお世話になってます」

「そう……。なら、いい」

　君原が柚木の髪を手で梳いて長さを見た。

「うーん。来月までこのまま伸ばしなよ。いいスタイルにしてあげるから」

「はい」

「もう一回、食べさせて」

　君原の要望に、柚木はバスタブの中に立ち上がって彼の前に自身を差し出した。
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　柚木は、生化学研究室の薬品棚の前で腕組みをしていた。

「柚木君、どうしたの？　難しい顔しちゃって」

　助教の佐原がからかった。

「あ、ちょっと。ケラチンの変性と同じように使えそうなのってどれかなと思って」

「どういう風に変性させたい？」

「うーん、どういう風に、っていうか……。まだ具体的にわかんないんですけど、パーマ。ほら、髪の。あの理屈は使えないかなあって思って」

「ふーん、パーマ、ねえ。面白いね。俺はパーマかけたことないから分からんな」

　丸刈りの佐原も棚を見た。

「パーマ液の種類はこれなんです」

　柚木は君原に教わったことをノートにまとめて、種別と薬剤を書き出していた。

「おおっ、もう調べてあるんだ。柚木君、卒後、うちの教室に残れよー。やっぱ、臨床がいい？」

「まだ分かりません」

　その答えに佐原が笑って、薬品をいくつか棚から出した。

「これでやってみよう。似たようなのを作ってみて、濃度とか決めようか。やる価値はあると思う」

　柚木はしばらくこの実験に夢中になった。嫌々始めた研究だったが、自分で見つけた手がかりで新たな展開に向かいそうなのは楽しかった。
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「翼さん！　ありがとうございました！」

　翌月、柚木は君原に会うなり、深々と頭を下げた。

「どうしたの、いきなり」

　驚きながらも、君原が両手を広げたので、その胸に身を任せて柚木は報告した。ここで甘えなければ、君原の機嫌を損なう。

「実験！　すごくうまくいってるんです。この前、翼さんにパーマのこと教えていただいた、あれがヒットしたんです。いい感じで新しい課題ができて、それで実験進みそうなんです」

「へえ……さすが俊だ。えらいえらい」

　君原が柚木の頭を撫でた。

「賢い子のご褒美にカットしてあげよう」

　今日は最初からそのつもりだったらしく、リビングの窓際に、鏡とスツールが用意されていた。

「いつもすみません」

　柚木は君原の目を見た。本心を見せてちゃんと礼が言いたかった。

「水くさいなあ」

　君原が柚木の服を脱がせた。

「お金のことを言うのは失礼かもしれないですけど……。翼さんのお仕事って、カットだけでも一万円以上するでしょう？　僕、いつもご厚意でやっていただいて、すごくありがたいと思ってるんです。本当はちゃんとお支払いしないといけないのに」

　全裸になった柚木は、君原にガウンを着せてもらった。

「あーもう、そんなこと言うなよ！　僕がやりたくてやってんだから、いいじゃないか」

「翼さん、僕は翼さんを尊敬してるんです。技術を安売りしないでください」

「俊……」

「っていっても、僕は翼さんのサロンに行けるほどお金持ちじゃないんですけど」

　柚木は小さく肩を竦めた。

「可愛いことを」

　君原が柚木の頭をぎゅっと抱いて、音を立ててキスをした。

　柚木のガウンの上にケープを着けて、髪をときはじめると、君原がプロの目になった。

「翼さん、カッコイイ」

「そう？　俊に言われると嬉しいな」

　大学に通うときの柚木は、整髪料も着けない無造作な髪とシンプルな服で、なるべく目立たないようにしている。金がないのは本当だし、目立ちたくないのも事実だ。だが、それだけでは許されないのが柚木が置かれている状況だ。

　シャキシャキとリズミカルな音で君原のシザーズが柚木の毛先を形作ってゆく。大げさなパフォーマンスはしない。茶道のような美しい所作で、手早く正確に仕事を進める。柚木は君原のそういうところが好きだった。

「どう？　これだったらボサつかないし、適当っぽく見える。スタイリングするときは、サイドにスプレーしてみて」

　少しサイドを掻き上げて、君原がにっこりと微笑んだ。

「ありがとうございます」

　柚木が鏡越しでなく、ちゃんと君原に向かい合って頭を下げると、彼はちょっと照れた顔をした。

　シャワーを浴びた柚木がベッドルームへ行くと、君原は襲いかかるように柚木を押し倒した。

　不意打ちの愛撫が柚木の冷静さを奪った。

「あ……っ……」

　普段めったに反応しない柚木が声を上げた。

「どうしたの、感じた？」

「そこ…っ…あ、あ……翼さん……」

「珍しいね。俊、かわいい」

　柚木は自分でも驚いた。君原はバイトのクライアントだ。彼を満足させるのが仕事なのに。

　柚木の胸から腹へと君原の舌が下りてくる。舌の表面、ざらりとした細かな突起が勃ちあがった柚木自身の先の縊れを包み込む。

「おいしい……」

　君原が、あふれさせた柚木の先走りを舐め取った。

　柚木も君原のそこに手を触れると、彼も大きく形を変えて濡れていた。その蜜で彼の蕾を緩めていった。

「今日は、いれてよ」

　君原が自分から俯せになった。彼が器具以外を求めるのもあまりないことだ。

「翼さん……大丈夫なんですか？」

「今日は俊が欲しい」
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「俊、他のバイト、やめる気ないの？」

「はい」

　柚木の答えは簡潔だ。やめられない理由を君原も知っている。

「僕が本気だって言っても？」

「ありがとうございます。翼さんの本気は……違うでしょう？」

　柚木は君原の手を取って、彼の胸に当てさせた。

「ここにいる人」

「俊……」

「榎本さん、待ってらっしゃいますよ、きっと」

「いいんだ」

「いいんですか？　本当に？」

　スタイリストの榎本と君原は愛し合っていた。お互い多忙ですれ違いが多くなったことから、ちょっとしたことで離れてしまった。どちらもが歩み寄るきっかけを掴めずにいるだけだ。

「いい。だから、俊、本気で僕と付き合おうよ。あの人には内緒で」

「……ごめんなさい」

　柚木は深く頭を下げた。

「いや、こっちこそ、ごめん。俊が困るよね」

　いいえ、と柚木は首を振った。

「僕が俊を好きだってこと、それは覚えておいて」

　君原のキスを受けて、柚木は自分から舌を絡ませた。




了







響かない水琴窟
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「柚木ゆのき、おはよう。矯正のレポートできた？」

「おはよう。一応。つぎはぎだけど。どうしたの」

　朝、講義室に入ると同級生の白井が柚木に声を掛けてきた。

「午前中、ちょっと見せてもらっていい？　朝までやってたんだけど間に合わなくて」

「ホントだ。目が赤い。いいよ。珍しいね……っていうか、白井ってこんなこと初めてじゃないか」　　

「うん……ちょっと。いろいろ」

　柚木がバッグからレポートを出すと、白井は拝む仕草で受け取った。

「この時間中にやっちゃうから、僕、後ろの席に座るよ」

「おー、がんばって」

　柚木や白井たちがいつも最前列で真面目に授業を聞いているのは、教員たちも知っているので、一人だけ後方に行けば、それだけで不自然きわまりない。白井は分かっているのだろうか、と柚木が思っていると、茂木と浅田がやってきた。

「おはよ。あれ、白井は？」

「来てるよ、後ろでレポートやるって」

「ふーん」

　茂木がニヤニヤし、浅田は少し不服そうな表情をした。

「どうしたの」

「白井、三年の宮城さんに告白したんだよ」

　茂木が小声で言った。

「あー、そう！　とうとう言ったんだ。うまくいったのかな」

　柚木は思わず後方席に目をやった。

「あの調子だから、うまくいったんじゃないの」

　茂木が笑うと、むくれた様子の浅田がどすんと座った。

　そういえば、服を気にしだしたのも白井が最初だった。派手な女子の中で、宮城は目立たないタイプだ。学食などで彼女を見かけると、白井が気にしているのは柚木も知っていた。

　午前の授業が終わると、白井が柚木にレポートを返した。

「助かった。ありがと！」

「どうも。昼メシ、行こう。それとも、約束がある？」

　柚木の言葉に、白井の頬がわかりやすく赤くなった。

「よかったな。あとで聞かせて」

　茂木が白井の背中をぽんと押した。

　学食では、白井と宮城が一緒のテーブルにいた。

「イイカンジだね」

　柚木が言うと、茂木が「うん」と肯き、浅田はふんと鼻を鳴らした。

　定食のコロッケを食べながら、茂木が言った。

「宮城さんって、忘れな草みたいだって白井が言ってた」

　メルヘンな発言に、ぶほっと浅田が味噌汁にむせた。

「なに、白井ってそんなこと言ってたのか」

「うん。まあ、他の女子ってタンポポみたいだもんね」

　茂木の例えもかなりメルヘンだ。

　二人はまだぎこちない様子が初々しく、柚木はほのぼのした気分になったが、忘れな草というには、宮城は清楚そうに見えてスレている気がした。

　そのとき、どこからか強い視線を感じた。柚木がその方向を見ると、和田サユミがにまっと笑って猫真似の手を振った。その後ろに、立花。柚木はどちらも無視した。
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　水曜と金曜、そして第三以外の月曜の柚木のアルバイトは家庭教師だ。以前は身体を使った仕事をしていたが、柚木の事情を知る人が見かねて紹介したのだ。

　午後六時、柚木は立花家のインタフォンを押した。

「こんばんは、お邪魔します」

　重厚な日本建築の屋敷は玄関だけでワンルームマンションの一室が充分に入る広さだ。そこでいつものように出迎えたのは、住み込みのハウスキーパーだ。彼女は愛想良く柚木を通した。

　柚木の生徒は、立花正和。同じＺ歯科大学の三年生だが、四年生の柚木より五歳も年上だ。両親と二人の兄は地元でも評判の良い医師で、忙しく働いている。末っ子の正和は、甘やかされて育ち、高校時代から遊び暮らしているうちに医学部は遠くなった。浪人の末、やっとＺ歯科大に入ったものの、遊び癖は抜けず、留年を繰り返し、あと一回留年になると自動的に退学しなければならなくなってしまった。慌てたのは、本人でなく親だ。国家試験ならともかく、大学生の塾などあるわけもなく、かといって自主的に勉強もしないため、口の堅い家庭教師を捜したのだ。

　立花の部屋の襖を、ハウスキーパーがノックする。

「正ぼっちゃま、柚木先生がおみえです」

「んー」

　何度来ても「はい」という返事を聞いたことがない。教えている最中も、返事は全部「うん」だ。柚木は毎回、これだけで彼の将来を憂いてしまう。

　六時から十時までみっちりと教科書を読み込む。基本的に大学の講義は、実習以外は、それだけで充分間に合うようになっている。補足項目のために、柚木はかつて書いた自分のノートやレポートを持ち込んでいる。

　立花の部屋は二十畳もあるが、服や雑誌が投げ出されて雑然としている。

　窓際に置かれた勉強机は特注品で、大人二人が並んで座っても余裕がある。最初から家庭教師に付くことを想定されたものだ。

「今日は口解ですね、じゃ、この本」

　柚木は、本棚から口腔解剖学の教科書を出した。毎回、柚木がしまって帰るので、そこだけはきちんとしている。次に柚木が来るまでそのままだし、大学の授業にこの教科書を持って行っている気配は全くない。もうそれを注意する気にもならなかった。

「んー」

「前回は三章まででしたから、もう一度、二章のここから読みましょう」

「えー、面倒……」

　これも毎回繰り返している。前回のことはたとえ二日前でもきれいに忘れてくれているから、柚木は三歩進んで二歩戻る方法をとっている。時間はかかるが、そうすれば、少しだけは覚えることが分かったからだ。

「どうぞ」

　柚木は構わず、立花に一節分、声に出して読ませた。

「えっと、じゃあ、この最初。エナメル質の特性は…………」

　文字通り、教科書の一文一文をなぞって解説する。五分と持たない立花の集中力を途切れさせないように、ひたすら書かせることもある。

「柚木って友達多いんだな」

「は？」

　立花はいつも呼び捨てだ。彼は五歳年下の柚木を先生とは思っていない。

「多くありません。立花さんだって、病院の先生たちと仲いいじゃないですか」

「まーな。でも、同級生には少ない」

　まともな学生には相手にされていないが、派手な女子はまとわりついている。気前よく遊びに連れて行くので、前後の学年の女子にも人気は高い。

「そうなんですか。さあ、続き、読んでください」

「読むけど。柚木、なんでいつもあんなダサイのと一緒にいるんだ？」

「友達だから一緒にいるんです。さあ、読んでください」

　柚木は取り合わなかった。

　一時間ほどやって、五分休憩を入れてやらねば、立花が持たない。

「柚木はあいつらに合わせてんの？」

「どういう意味ですか」

「前から思ってたんだけど、おまえさ、本当はセンスいいんじゃないの。この髪だって、わざとボサボサにしてるだろ。カットのカーブがやけにいいし」

　立花が柚木の髪を触った。柚木は頭を大げさに離して嫌悪感を表した。

「まさか」

「眉だって整えてるだろ」

　立花が顔を近づけた。

「床屋に行ったばかりです。顔そりしてもらっただけです」

「ふーん……。よく見たら、柚木って男にもてそうだな。そっち方面、イケるんじゃないか？」

「なに言ってるんですか。休憩終わります。続き、読んでください」

　まだ顔を見ている立花に、柚木は教科書をトントンと指した。
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「なーにが嬉しいんだか」

　浅田の機嫌が悪い。白井が喜々として三年女子の宮城と登校してくるのを見て、呟いた。

「なーにを拗ねてんだか」

　柚木と茂木は茶化して笑った。

「いいことじゃない」

「そうなんだけどさ」

　三人は白衣を羽織り、実習室に向かった。

「にゃーん！　おっはよー！　ねえねえ、白井君って宮城さんと付き合ってんの？」

　実習室前のホールで和田が待ち構えており、ぴょんぴょん跳びはねた。

「和田さん、おはよう。そうなんだよ」

　茂木が答えた。

「ふーん。白井君、大丈夫かにゃ」

「大丈夫って、なにが？」

「んにゃ？」

　知らないならいい、という表情だった。和田がこういう空気は読めることを柚木は知っていた。

「あー、モギ君、白衣、穴開いてるにゃん」

「うん、引っかけちゃったんだ」

「にゃにゃーん、ちょっと待って」

　和田はバッグからポーチを取り出した。たくさんのバッヂがついている。

「んー、これがいいにゃ。目立たない方がいいもんにゃ」

　白いバッヂを外して茂木の白衣に付けた。

「和田さん……いいの？」

「いいにゃん、あげるにゃん」

　もうパニックなのだろう、茂木が真っ赤な顔だ。浅田がまたむくれた。

　そこへ、女子の集団がやってきた。通り過ぎるかと思ったら、一番派手な浜野美香が和田の白衣を引っ張った。

「おはよ。サユミ、今度のあれ、行くの？」

「うー、イヤにゃん、行きたくないにゃーん」

「あはは、そう言うと思った。あんたんちのパパがうちのパパに頼んだみたいよ。私に引きずってでも連れて来いって」

「ううううー、ユノ君、助けてにゃー」

　いきなり話が振られて、柚木は眼鏡を押し上げた。

「なんで僕？」

「和田さん、どうしたの」

　茂木が聞くと、浜野が答えた。

「柚木君には一番関係ないなあ。浅田君は知ってるかも。鳳凰会。浅田君のパパはメンバーじゃなかったかな」

「あー……あれね」

　ぶっきらぼうに言う浅田に、茂木が首をかしげた。

「何、ホーオーカイって」

「医者、歯医者、弁護士とかの胡散臭い交友会にゃん」

「リッチなセレブのクラブって言ってよ」

　和田の答えを浜野が訂正した。

「そのパーティがあるの」

「へえ、和田さん、そういうのに出るの？」

「モギ君、私がそういうタイプに見える？」

「見えても見えなくても、サユミのパパ、鳳凰会でトップクラスのセレブじゃない。行くのよ。わかった？」

　浜野は頬をふくらませている和田に指を突きつけて、先に実習室に入った。

「いやにゃん……行きたくないにゃーん」

　気の毒そうに見ている茂木を置いて、柚木は実習室のドアを開けた。

　和田の父親は大規模な美容外科の医師だ。系列の病院をいくつも持っており、彼女の兄たちがそれぞれの院長となっている。テレビやマスコミにもよく取り上げられている有名人だ。だから彼女が妙な格好をしていても、女子たちは彼女をつまはじきにはしない。浅田の父も審美歯科ではかなりの著名人で、息子からは想像も付かない華やかなタイプだった。

　鳳凰会のパーティはそういったクラスの人間が一同に集まるもので、半年に一回のペースで開催されるのだ。そこでいつも浜野が姉と二人で同じような子息たちに囲まれ、和田が隅の方で逃げ出す隙をうかがっているのを、柚木は知っていた。
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「薬理学の口頭試問、どうでしたか」

　昨年、立花は各教科の口頭試問をすべて落とした。だが、今のところ今年度はクリアしている。

「通った」

　当たり前、という口調で立花が言った。そのために柚木がどれだけ苦労して教え込んでいるかは、彼には通じない。全部自分の実力だと本気で思っている。

「そうですか、よかった。じゃ、今日は病理の続きをやってしまいましょう。来週、テストありますよね」

「そうだっけ？」

「そうです、あります。病理の再試はハードル上がりますから、一回で通るようにしましょう」

　柚木は教科書を広げた。三歩進んで二歩戻る。亀の歩みで、今日も音読から始めた。

「じゃあ、扁平上皮の特徴を書き出しましょう」

「扁平上皮……ねえ」

「粘膜も扁平上皮です」

「ふーん」

　たったいま読んだところだろ！というのは禁句だ。全部が全部、この調子だ。それでなくても、この学年ですら二度目なのだから、記憶にかけらもない方がおかしいのだ。

「性器も扁平上皮ですよ。粘膜ですから」

　気を惹くように持ちだしてみた。こういう話題なら食いつく。案の定、立花は身を乗り出した。

「へえ、そう！　アソコってそうなんだ。そういやそうだな」

「口腔から肛門までは管ですからね。ああ、そうだ。口腔から肛門まで繋がってる消化管を考えてみましょう」

「それ、解剖じゃん」

「そこに病変があれば、病理学の出番です。正常組織が分かっていれば、異常の判別ができます。さあ、口唇の次はどこですか」

「えー……口、胃、腸……の次はどこだ、肝臓？」

「腸の次に肝臓がくっついてますか？」

「違ったっけ？」

「いまは消化管だけを考えましょう。口腔と胃の間には何がありますか。腸も分けてみてください」

「口と胃の間？　何かあったか？」

　どうやら、立花の内臓は柚木の知っている物とはずいぶん違うらしい。

　消化管から性器までつなげて教えてやると、立花は興味を示したが、最初に戻って組織の特徴の書き出しをやらせようとすると、集中力が途切れた。

「…………あーもう、面倒……」

「面倒でも書いてください。この単元終わったら、病理はレポートも出さなきゃいけないんですから、今、書いておけばそのまま使えます」

「柚木、やってよ。つーか、おまえのレポート、表紙だけ変えたら使えるだろ。それ、くれよ」

「ダメです」

「コピーするから」

　立花が柚木のレポートを取り上げた。

「困ります。ご自分でやってください」

「だから、面倒だって言ってるだろ。じゃあ、買うから。いくら欲しいんだ？」

「立花さん！」

「おまえ、怒った顔、そそるな。おまえ、男、いける？　俺は女の方がいいんだけど、たまには男で遊ぶんだ。面白いぜ」

　立花が柚木の顎に指を当てた。

「やめてください」

「いいだろ、キスくらい。金、払ってやるよ」

　彼は自分が悪いとは少しも思っていない。嫌なことはしなくて良い、辛かったらやめても良い、欲しい物は買えば良い。彼はそう育てられたのだ。

　柚木は怒るまいと耐えていたが、押し倒されて、身体に触れた立花の股間が既に変化していることに気づき、キレた。

「いいかげんにしろ！」

「なんだよ。よくしてやるって。金払うから、やらせろよ」

　いいながら、立花がなおもキスしようと顔を近づけてきた。自分が真剣に教えていたのに、この男は勃起するほど淫らなことを考えていたのか。

「ふざけんな！」

　柚木は立花を突き飛ばした。

「なにすんだよ……」

　立ち上がろうとした立花の腕を後ろにねじり上げ、反対にベッドに押しつけた。

「痛いっ！」

「このくらいで大げさな」

「柚木……？」

「甘えるな。何がよくしてやるだ。金払う？　払うのは誰だ。立花先生だろ、あんたじゃない。いつまで親にたかってるんだ」

　大学には立花のような考えの学生も多い。そういう人間がいるのは構わない。ただ、それを前面に押し出し、なんでも通用すると思っているのが腹立たしい。

「……」

「僕はここに寝るために来てるんじゃない。あんたに勉強させるためだ」

「金払うのは同じだろ。だったら楽しめばいいじゃないか」

　この期に及んで、言うことがこれか、と柚木は呆れ果てた。

　棚の携帯用スプレー缶が目に入った。

「わかった。じゃあ、これを僕のだと思って舐めて。それで僕がそそられたら、相手する」

　柚木は立花の腕を背中で抑え、うつ伏せにさせたまま、スプレー缶を彼の口元に押し当てた。形だけの抵抗、立花にマゾヒストの気配を感じた。

　立花が「細いな」と笑い、缶を舐め上げた。

「もっと。もっとエロくなくちゃ」

　柚木は、彼の口に缶を突っ込んだまま腕を放してやった。

「下、脱いで。あんたの見せて」

　そそり立つそれを立花が見せつけるようにした。

「足、開けよ。自分でもっと立てろ。ほら、口も忘れるな」

　両手でそこを擦る立花の口に缶を出し入れすると、唾液が顎を伝った。

　柚木はベルトで立花の脚を固定して、乱暴に伏せさせた。そして、枕元に放り出してあったネクタイで手首を結んだ。

「望み通り、楽しませてやる」

　口から缶を引き抜いて、そのまま後ろにあてがった。

「や、やめ……っ！」

「女と違って濡れないよね。自分の唾液で我慢しなきゃ、痛いよ？」

　ひっ、と立花が息を詰めた。身を捩ろうとするが、柚木が許さなかった。

「ふーん、初めてなんだ？」

　当然、慣れない扉が開くわけもないことを知っていながら、柚木は入り口で缶を回転させた。

「っ……！　やめろっ……」

「痛いよねえ、これ以上やったら切れるよ。でも、あんた、やってほしいんだ。欲しいって勃たせてる。この状況が好きなんだろ」

「……」

「知らなかったのか。あんた、マゾだよ」

「違う」

「だったら、そのカッコ、なんだよ。え？　やられてんのに、なに喜んでんだ。身体は正直だよな」

　ぐいっと柚木は缶の先で括約筋を押し広げた。

「いたっ！　いた……」

　柚木にはこれ以上、相手をする気はなかった。痛みに愉悦を浮かべる男に、快感を与えてやる必要はない。

「缶は自分で出せ。腕もちょっと捻れば結び目は解ける」

「あ……あ……っ……行くな……」

「レポートも勉強も自分でやるんだな」

　柚木はノート類をバッグにしまい、帰り支度をした。

「頼む……行かないでくれ……。こんなこと……誰にも言うな……」

「さあ、どうだか」

  パーカを羽織って、柚木は部屋を出た。




了
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　郊外の住宅地の奥に、広い敷地の洋館がある。

　かなり気をつけていないと見過ごしてしまう、ほんの小さな金属製のプレートには、『アッシュ』と書いてある。ここは、限られた男だけが集う社交場だ。会員制で、医師、歯科医師、弁護士などごく一部の職業の、男性を愛する者のみがメンバーになることができる。オーナーは老年にさしかかった陽彦はるひこと春日というカップルだ。彼らを慕って集う者も多い。二人でやって来ても良いし、一人でふらりと現れて、食事だけをしても良いし、サロンやバーで相手を見つけても良い。

　土曜日、陽が完全に沈んだ頃、ダークブルーのベンツが『アッシュ』の駐車場に停まった。運転席から若い男がさっと降りて、後部のドアを開けた。降りてきたのは、白髪で恰幅の良い男性だ。彼がよろめいてもいないのに、若者は手を差し出し、そのまま手をつないで玄関に向かった。

「伊勢崎さん、柚木君、いらっしゃい」

　玄関ホールでオーナーの一人、春日が出迎えた。

　白髪の男は伊勢崎龍真いせざきりゆうしん、若者は柚木俊太郎だ。柚木の方が頭一つ背が高い。

「こんばんは」　

　柚木は丁寧に礼をした。が、二人とも手をつないだままだ。いつものことなので春日も気にしない。

　玄関ホールは吹き抜けになっており、二階への階段がゆったりとしたカーブを描いている。二階にはいくつか部屋があり、泊まることもできる。

　ホールの隣はサロンがあり、ビリヤード台もある。今日は初老の二人がチェスをしていた。三十代くらいの男は新聞を読みながら、通り過ぎる柚木をちらりと見た。一番奥にバーカウンタがあり、ダイニングと書斎は別の部屋になっている。

　ダイニングに入る前に、柚木がバーにいた三人に会釈した。

　三人もそれぞれ小さく挨拶した。常連のこの三人は天川てかわと美術コーディネーターの朔哉さくや、弁護士の城じようで、天川と朔哉はパートナー同士だ。

「あーあ、また、これ見よがしに」

　皮肉屋の城が言った。

「手なんかつないじゃって。あのじいさん、まだ現役だってアピールしたいんだ」

「いいじゃないか、仲良くて」

「七十だぜ？　まだできるって見せびらかしたいのかね」

「城くん、失礼だよ」

　朔哉がたしなめた。彼らは同い年で古くからの友人だ。

「で？　天川、バイトの斡旋したって？」

　城がグラスの氷を指で回した。

「春にね。健全なバイトが彼には必要だと思って」

「健全って何の仕事だ？」

「家庭教師」

　その答えに、城が吹き出した。

「へえ、何を教えてるんだか」

「いやいや、本当に家庭教師。ただし、大学生のね。同じ大学で留年続きの学生がいるんだよ。親御さんが困ってらしてね。報酬もいいんだ」

「あ、そう。まあ、彼に金は一番必要だな。俺はね、彼のハングリーなとこを買ってんの。おまえもだろ」

「まあね」

　二人の会話に朔哉が小さくため息をついた。

　城が朔哉に訊いた。

「伊勢崎さんの作品、最近どうなの」

「若手の画家とコラボしてらっしゃる」

「相変わらず高値なんだ」

「リーマンショックでアメリカのキュレーターたちがアート界でも手を引いてきてるけど、伊勢崎さんの高い評価は関係ないから」

「この不況時に強いねえ」

　伊勢崎龍真は陶芸家だ。元は歯科医師で、補綴といって被せ物であるクラウン・ブリッジが専門だった。前歯などで使用される白い歯は、陶磁器と同じ材料で作る。伊勢崎はそういうものを技工士以上に作るのが上手かった。色彩に対するセンスが良く、陶材の扱いもドイツのメーカーが舌を巻く方法を編み出した。次第にそれが高じて、茶碗や皿といったものを作るようになり、陶芸に傾倒するようになった。歯科医師をやめて陶芸家として主に磁器を創作し、今では世界的にも高い評価を受けている。
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　ダイニングでは伊勢崎と柚木が食事をしていた。今日は魚中心の和食だ。

「この西京焼き、味噌の香りがいいですね。口に入れたとたんに、ふわーっと広がって、すごくおいしいです」

　柚木がサーブしている春日に言った。

「ありがとうございます」

「甘さの加減がいいな」

　伊勢崎も肯いた。春日が酒器が空いたのに気づいた。

「お燗、もう一本つけましょうか」

「いや、ほどほどにしておく」

「では、お茶をお持ちしましょう」

　春日が去ってしまうと、柚木が口を開いた。

「後で天川先生に謝りにいかせてください」

「ああ……そうしなさい。私からも謝っておこう」

「これは僕のミスです。先生に頭を下げさせるわけにはいきません」

　柚木の目を、伊勢崎が面白そうに見た。

　中学生で両親を失い、身寄りがなくなった柚木を援助しているのが伊勢崎龍真だ。

　柚木の両親はともに歯科技工士で、当時、伊勢崎は既に陶芸家になっていたが、歯科医師を幾人か置いて歯科医院を開いており、柚木の両親はそこで雇われていた。

　柚木の家系は父母とも親に縁が薄く、どちらも親戚が早世していた。だから、柚木は祖父母の顔も見たことがなかった。突然の事故で両親がいなくなり、伊勢崎が後見人になったのだ。

　柚木は、高校に進学せずに働いて生きてゆくつもりだった。どうせ働くなら、歯科医師になれと伊勢崎が言い、子どもだった柚木は彼を信じた。

　伊勢崎は高校生の柚木に一人暮らしをさせた。自立を求めつつ、あれこれと気に掛けてくれる優しさ、包み込むような愛情、それを親からのものと同じだと思った。彼の愛情が歪んでいることに気づいた時には、もう逃げられない状況だった。

　柚木俊太郎の身体を玩具にしながら、伊勢崎は彼に生きるすべを教えた。柚木が、若い身体を好む男たちがいることを知ったのもこの頃だ。高校生のアルバイトの時給はしれている。ならば、自分を使って金を稼げばいい。そう考えた柚木に、男たちをあてがったのも伊勢崎だ。時には伊勢崎の前で行為することもあった。彼の選んだ男たちに間違いはなく、柚木が社会に出てもアルバイトのことが絶対に漏れることがない相手ばかりだった。

　伊勢崎の創作の源となるもののなかに、柚木も含まれていた。身体を開き、彼を受け入れるだけでなく、嗜虐に満ちた行為に耐えたり、気のふれる淫らさを求められたりした。

　柚木は感情を封印した。嫌悪するだけ無駄だ。前を向く、上を向く。それだけを考えた。

　国立大学にも受かったのに、それを無視して伊勢崎はＺ歯科大の入学手続きを済ませてしまった。あくまでも柚木を自分の目の届くところに置きたいのだった。それは彼なりの愛なのかもしれない。この頃になると柚木は伊勢崎の心を読んでいた。いびつで捻れているのが伊勢崎の愛だ。

　大学に入ってからは、柚木はアルバイト先を自分で選んでいた。相手の詳細は言わなかったが伊勢崎はお見通しだった。
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「天川先生、すみません。先生にご紹介いただいたアルバイトでしたが、僕が粗相をしまして……」

　バーカウンタの脇に立って柚木は頭を下げた。

　天川がにっこりと微笑んだ。いつも彼は穏やかで柚木に優しい。

「ん？　どうしたの。立花先生のとこでトラブルでもあった？」

「いえ、僕がうまくお教えできなくて。もう……」

「俊太郎くーん、私たちに嘘つこうなんて百年早いよ」

　横で城が口をはさんだ。

「城は黙ってろ。……もしかして、立花先生の息子さんに何かされた？　君は相手の態度が少々悪いくらいでそんなことは言わない。もう断って来ちゃった？」

「キレてやらかしちゃったのは僕です。お断りはまだしていませんが、先方はもうお伺いしないことは分かってらっしゃると思います。先生のお顔をつぶす真似をして申し訳ありません」

　目の前の大人三人は、察しが良すぎる男たちだ。柚木が理由を言わないことも伝わっている。

「じゃ、ちょっと偵察」

　天川が携帯電話を取りだしたとたん、それがメロディを奏でた。失礼、と合図して彼は通話ボタンを押した。

「…………こんばんは、立花先生。ご無沙汰しております」

　おやおやという表情で天川が柚木を見た。

「……ええ、はい。…………左様ですか。はい。……ええ、…………では、私から柚木さんにお伝えしましょう。彼の意向も聞いてみないといけませんから。……ええ、じゃあ、またご連絡いたします……」

　通話が終わると、城が先回りした。

「俊太郎君に続けて来て欲しいって言ってるって」

「城くん」と、朔哉がたしなめた。

「そのとおり。柚木君、どうする？」

　天川が真面目に聞いたので、柚木は言葉に詰まった。

「息子の方が失礼しました、君に謝りたいっておっしゃってたよ。まあ、何をしたのかはご存じないと思うけど。息子さんはともかく、先生は信頼できる。ゆっくり考えて、断ってもいいし、続けようと思ったら教えて。僕から連絡します」

「嫌なら断ったらいいよ。ほかのバイト先を天川くんが考えてくれるから」

　朔哉が安心させるように言った。彼は不惑を過ぎているというのに、十以上若く見える、年齢不詳のうつくしい風貌だ。

「勝手なことを。うん、でも、本当だ。ほかの仕事もあるからね」

「はい、ありがとうございます」

　柚木はまた丁寧に頭を下げたあと、少しの間をおいて、言った。

「……僕、やめる気でいましたが…………続けます」

「無理しなくていいんだよ。気まずいと思うこともあるだろうし」

「ええ。でも、ここでやめれば、僕、立花さんと同じだと気がつきました。辛かったらやめていい、嫌だったらしなくていい。それはそうなんだと思うんですけど、これをやっちゃうと僕は立花さんと同じになります。だから、ちゃんと彼に謝って、続けます」

　意地だ。甘やかされて育った奴と同じになってなるものか。

「けなげだねえ……。君の大学、そんな子ばっかりだろうに」

　城の言葉に、朔哉が柔らかく睨んだ。

「いいの？　もうちょっと考えても……」

「いえ、僕の忍耐が足りませんでした」

　割り切ることには慣れていたはずだったのに、と柚木は思った。

　朔哉がそっと柚木の腕に触れた。

「ねえ、俊太郎くん。割り切らなくていいんだよ。嫌ならしなくていい。それは悪いことじゃないんだ。君は我慢しなくていいことまで我慢してきてる。辛いよ」

「辛くなんて……あ……？」

　柚木は言いながら朔哉の表情に気づいた。

「うん、僕が辛い。天川くんも。城くんもね」

　城が小さく肩を竦めた。

　三人が本当に心配してくれていたことを改めて知り、柚木の心の中に言いようのない安堵感が広がった。

　最初に天川がアルバイトの話を持ってきたとき、柚木は連日、身体を使っていた。天川は、その仕事を辞めろとは言わなかった。減らして、家庭教師のような仕事をするようにと提案した。伊勢崎にも話を通し、柚木の便宜をはかってくれた。はじめに天川が言ったのは、「同情ではない。同情は対等な立場ではない」ということだった。それは、柚木を親身に考えているということで、彼らの思いやりだった。

「週明けにでも電話しておくよ。少しは待たせないと君のありがたみが失せる」

　天川が笑ってポケットに入れた。

「そうだ、明日のパーティ、行く？」

　天川が柚木に訊いた。

「はい。伊勢崎さんのお供で」

「そう。お伝えして一緒に見に来てくれないかな。チャリティで僕、演奏するんだよ。観客が誰もいなかったら寂しいし」

「天川先生、バイオリン弾かれるんでしたっけ。絶対に聴きにうかがいます！」

「よろしくね」

　天川の横で朔哉も微笑んだ。
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「アッシュに集まる人って、やっぱり違う人たちばっかりなんですね」

　ソファに座った伊勢崎の前で、柚木は一枚ずつ服を脱いでいく。

「どういう意味だ」

「お金持ちで、余裕があって、人に優しい」

「そんな人間はごまんといる」

　最後の一枚の下着は、伊勢崎が脱がせた。

「うーん、そうなんですけど。何となく」

　柚木は伊勢崎の膝にまたがった。

「ここではいい人でも、外に出れば分からん。人には裏も表もあるもんだ」

「そうですよね」

「だが……」

　伊勢崎の手が柚木の身体を確かめるように撫でてゆく。陶器を扱う指は繊細で、どの男たちよりも柚木の肌を知り尽くしている。

「だが？」

「あの店では取り繕う必要がない。あそこで見せる顔が本物かもしれない」

「やっぱり……」

　くすぐったいのか、おかしいのか。くすくすと柚木が笑った。

「貴方も優しい」

「なにを」

　この夜は伊勢崎も優しく柚木を抱いた。

　いまは毎週土、日曜日を一緒に過ごしている。伊勢崎の年齢もあり、柚木の身体の負担は少なくなったが、時として激しく求められることがある。柚木は波のある老人の性に逆らわずに応える。それが柚木と伊勢崎の永遠に続く関係だ。

「皆を優しいと思うなら、それは彼らに辛く苦しい経験があるからだ」

「……あ、だから。あの人たちは銀のスプーンをくわえて生まれてきて、何も苦労なんてないと……」

「金銭的には恵まれているさ。人間性はそれだけでは育たない」

　伊勢崎の白髪になった胸毛を、柚木はくるりと指に巻き付けた。

「それが洗練ってことでしょうか」

「明日のパーティで観察してみなさい。視点を変えれば、いろんなものが見えてくる」

　起き上がった伊勢崎に、柚木はガウンを着せかけた。

「あいつはどうしてる」

「……お変わりありません」

「来年早々、個展をやるらしいな」

「そうなんですか？　僕は聞いてません」

　柚木の表情に嘘がないのを見てとると、伊勢崎はそれ以上何も言わなかった。
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　鳳凰会のパーティは、その昔、某子爵の屋敷だったという洋館で開かれていた。

　古い建物だが修理と手入れが行き届いて、随所に最新の設備が整っている。柚木はこの館が好きだった。

　ドレスコードは厳しく、女性たちのフォーマルドレスや着物が華やかだ。男性ももちろん同じで、伊勢崎は羽織袴、柚木はタキシードだ。このパーティは二十歳以上の子息の同伴が認められている。息子や娘たちにフォーマルな場を体験させるにはうってつけで、中には伴侶も見つけて欲しいと思っている親たちも少なくない。その資格からいうと、柚木は全く場違いなのだが、伊勢崎は意に介さないで彼を連れ歩く。

　今日の柚木は、若者らしいカッティングのタキシードで、髪はバックスタイルになでつけてある。右目の下には泣きぼくろ。同級生にばれるのが嫌だと言うと、美容師の君原がアイライナーで書き方を教えてくれた。耳にはダイヤのピアス。ホールがなくても維持できるタイプで、スタイリストの榎本が選んだものだ。口元はマウスピースタイプの歯。これをつければ完璧な歯並びと色になる。こういう場に出るときには、この三種の神器でずっと通している。おかげで、いつもの貧乏学生の柚木とは全然違うイメージになり、今まで気づかれたことはない。

　歓談する伊勢崎の後ろに寄り添って、柚木は人々を見ていた。

　同級生の浜野は、よく似た姉と一緒に紅色のドレスを着ている。高い位置でのシニョンは派手な顔つきの彼女によく似合っていて、どこかの医者の息子に声を掛けられている。

　父親の横で退屈そうな顔をしているのは、和田サユミだ。一目で作家物とわかる豪奢な振り袖を着せられて、ひどく目立っている。いつもの愛想を振りまけば、着物に映えてかわいらしく見えるだろうにと思ったが、そんなことを教えてやる義理もない。

　次々と年頃の男性にアプローチしている母娘がいた。母親は訪問着を着ているが、襟を抜きすぎた着付は、夜の街ならともかく、この場にはそぐわない。娘のドレスも盛り上げた髪もどこか水の匂いがする。なにより、二人とも化粧が濃い。周りの夫人たちも少し距離を置いているのが見て取れる。柚木はなんとなく見覚えのあるこの娘が誰だったか考えた。

「あ……わかった……。宮城さんだ」

　同級生の白井が夢中の、一学年下の女子学生。

「どこがわすれな草だよ……」

　あの清楚そうな姿が本当なのか、男を追っかけ回している目の前の姿が本当なのか。和田が何か言いたそうにしていたのがこれだったとすると、自ずと答えはわかる。

　白井に教えるべきだろうか……と考えていると、何を勘違いしたのか、当の母娘が寄ってきた。

「ご機嫌いかが？」

「こんばんは」

「伊勢崎様のご子息でいらっしゃいます？」

　母親の媚びを含む声は粘りけがある。

　返事の代わりに柚木が小さく笑みを浮かべると、娘がどうしたのかと思うようなつけまつげをしばたたいた。

「宮城病院の宮城でございますぅ」

　甲高い調子で母親が言った。宮城病院がどの規模かはわからないが、自慢するほどなのだろう。

「さようですか」

　短く答えると、そばにいた伊勢崎が柚木の肩を抱いて引き寄せ、母親にニッと笑って見せた。

「あ、あら……失礼」

　やはり元は水商売なのだろう、母親の察しは良かった。慌てて娘を連れて、次の獲物に突進していった。

「あの奥さんはくわせもの」

　伊勢崎はそれだけ言って、また知人たちと話し始めた。

　白井は大切な友人だ。教えるべきかどうか、柚木は迷った。
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　周りの会話を聞くともなしに聞いていると、伊勢崎の言った意味が分かってきた。当たり障りのない話、下卑た内容、高尚な学術の意見交換、自慢合戦……。洗練された会話をしている人たちは、身なりや顔つきにも表れている。それが表面的なものだったとしても、この場ではふさわしい。

　伊勢崎に話しかけながら、値踏みをするように柚木を見る者、大胆に声を掛けてくる女性たちもいるが、にっこりと笑顔で遠慮を告げた。

　そろそろ、チャリティコンサートが始まる。伊勢崎は知り合いと話し込んでいたため、許しを得て柚木は一人で隣の音楽室へ向かった。

　隅の方に朔哉を見つけた。

「朔哉さん、こんばんは」

「こんばんは。変身、上手ですね」

　微笑む朔哉は西洋画の天使のようだ。

「やだなあ」

「ごめんね。どうぞ、席に座って」

「朔哉さんと一緒にいたらダメですか？　知り合いがいるので……」

「構いませんが、せっかくなら、音が良い場所で聴いてもらったほうがいいんじゃないかな」

「じゃあ、朔哉さんも」

「実は僕は潜り込んでる立場だからね。ここで」

　柚木は彼と一緒にいることにした。

　どこかの令嬢がピアノを弾いている。

　一曲終わったときに、柚木は朔哉に囁いた。

「うまいのか下手なのか、僕にはさっぱりわかりません……。尖った音に聞こえたんですけど、これってこういう曲なんですか？」

　朔哉の答えは「あなたは耳が良い」だった。

　もう一曲、彼女のピアノに耐えたら、天川の出番だった。

　ピアノの時には閑散としていた音楽室が満員になり、柚木と朔哉はますます隅によった。

　天川の演奏が始まったとたん、満員の理由が分かった。柚木は思わず息を詰めて聴き入った。

　ざわっと肌に旋律が乗る。皮膚で感じる音があることを初めて知った。

　柚木は音楽で感動した経験がなかった。拍手喝采の中で、言葉が出なかった。三曲のあと、アンコールに二曲。それが終わっても、柚木は動けなかった。

「大丈夫？」

「あ……ええ……。朔哉さん、天川先生ってすごいです。僕、どう表現していいか分かりません……」

「ありがとう。喜ぶよ」

「弾く、っていうより、奏でるって感じ。ああ、本当になんて言えばいいんだろう」

　朔哉が嬉しそうな顔をした。

「朔哉さんは毎日聴けるんですね」

「練習くらいはね。こういう場で彼が演奏するのは何年ぶりかな。だから僕もついて来ちゃったんだよ」

「そうなんですか。プロみたいなのに！」

　朔哉がくすっと笑った。

「ユノ君にゃっ！」

　突然、背後で声がした。ぎょっとしたが、柚木は振り向かなかった。

「ユノくぅん」

　背中をつつかれ、仕方なくそちらに目をやった。同級生の和田サユミだ。

「どうされました？」

「ユノ君」

　柚木は朔哉と顔を見合わせ、知らないそぶりをしたので、朔哉も調子を合わせた。

「お嬢さん、どなたかお探しですか？」

「探し人は目の前においでの柚木さんです」

　ちゃんとした言葉遣いができているが、認めるわけにはいかない。

「人違いをなさってませんか。私はその方ではありません」

　学校では絶対に見せない頬笑みと優しさで柚木は返した。

　和田は上目遣いでふくれ面をしている。

「そんなほっぺなさったら、せっかくの振り袖が台無しですよ」

　ちょんと彼女の頬をつついてやった。そんなことを彼女の知る柚木俊太郎がするはずはない。

「うー……ユノ君にゃー」

　呟く和田を残して、柚木は朔哉と一緒に悠然と歩いた。音楽室を出たとたん、二人は笑いをこらえて足早に逃げだし、いたずらっ子のように柱の陰に隠れた。

「可愛いお嬢さん」

「ええ。いい人です」

「いつか、話してあげてください」

「そんな日がくるでしょうか？」

「来ます。何年もたてば、笑い話になります。今はいろいろ大変だろうけどね」

「朔哉さんがおっしゃると、天使の預言みたいです」

「それはかいかぶり。僕にも人に言えない過去がありますから」

「あなたに？」

「ええ。だから、きっと俊太郎くんも乗り越えられます」

　本当に柔和な優しい表情で朔哉が笑った。
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「やけに楽しそうだったな」

「すみません」

　柚木は伊勢崎の車を運転していた。

「いいさ。楽しむ場だ。ああ、喋っていて天川先生の演奏を聴きそびれた……」

「すっごく！　すっごく良かったです。僕、クラシックってよく分からないですけど、皮膚がびりびりするような音なんです。なんていうか……朔哉さんにも言ったんですけど、弾くっていうより、奏でるって感じで！」

「珍しいな、おまえがそんな風に言うのは」

「あ……すみません。天川先生、プロみたいでした」

　柚木が言うと、伊勢崎は声を上げて笑った。

「なんだ、知らなかったのか。彼は若い頃、国内だけでなく、海外のコンクールでも優勝や入賞を何度もしてる」

「えっ、じゃあ、本当にプロと同じなんですか！」

「ああ。演奏家にならなかったのは、あの頑固親父が許さなかった。根っからの企業人だからな。天川グループを継がそうとしたが、彼は医者になった。彼のささやかな反抗だろうな」

「そうだったんですか……。僕、朔哉さんに、プロみたいって言っちゃいました。ああ、だから笑ったんだ。しまった、恥ずかしい」

「知らなかったんだから、気にするな。それにしても……今夜のおまえは面白いな」

「そうですか？　貴方がおっしゃったように、視点を変えていろんなものを見ようとしたからかも知れません」

「どうだ、見えたか」

「僕の世界がいかに狭いかが分かりました。今までにもあのパーティに連れて行っていただいているのに、僕は何も見ていませんでした。あんなにいろんなタイプの先生がいらっしゃって、話題が豊富で」

「見習うべき人、そうでない人。それぞれだと分かればいい」

　珍しいのは伊勢崎も同じだ。彼は自分に何を教えようとしているのかと柚木は考えた。

　伊勢崎の家で、一緒に風呂に浸かり、彼の背中を流した。

　ここに来るようになって何年も経つが、檜の香りは消えることはない。

「そこに立ちなさい」

　柚木は前を隠さず、背筋を伸ばした。

「おまえは美しいな。今日、あそこにいた誰よりも美しい」

　湯船の縁に頭を乗せて、伊勢崎が呟いた。

　そのまま柚木は自慰を求められ、伊勢崎の前で放った。




了






木曜日は君と
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　講義終了後、僕は慌ただしくノートを片付けた。

「ああ、今日って木曜か」

　横の席で浅野が言った。

「うん、急がなきゃ。先に行くよ」

「柚木の木曜のバイトってなに？」

「怪しい仕事。じゃ！」

　バッグを斜めがけして僕は講義室を出た。五階からエレベータを使わず、階段を駆け下りる。講義のある教育棟から、三階の渡り廊下を通って研究棟を通過し、附属病院を抜けると病院正面から出られる。学生は禁じられている、駅への一番の近道だ。普段はちゃんと大学の通用門から迂回するが、木曜だけは別だ。病院ロビーを突っ切っていたら、呼び止められた。

「こら、学生！」

「うわっ、すみません……って、佐原先生……脅かさないでくださいよ」

　にんまり笑っているのは、僕が研究論文作成で通っている生化学教室の佐原助教だった。

「ここからの出入りは禁止だろ。裏へ回りなさい」

「すみません！　急いでるんです！　今日だけ見逃してください」

　両手を合わせて拝んでみた。

「だーめ。ちょうど良かった。今から動物舎行くから手伝ってよ」

「佐原先生……本当に急いでるんです。今度試験管洗いしますから」

「なんだよ。少しくらいいいじゃないか。手伝えよ」

　こんな会話ですら、時間が惜しい。ロビーの時計をみて、ため息が出た。

「一時間、お手伝いします」

「あれ、どうしたの」

「電車に乗り遅れました。今日のバイトは遠くなので、五分発を逃すと乗り継ぎができなくて……一時間後になるんです。だから、動物舎、行きます」

　僕はさっさとエレベータに向かった。むかついたが、態度には出さない。

「なんか……ごめん」

「いえ、構いません。でも、データ収集だけしかできませんよ」

　どうせ腫瘍を移植したヌードマウスの写真撮影だ。シャッターを押すだけでいい。

　研究棟屋上の片隅に動物舎がある。一時間、駅でぼんやりするよりは何かしていた方が身になる。佐原先生がケージを出している間に、僕はデジカメをセットした。毛のないマウス、背中にボコボコと瘤がある。悪性腫瘍の細胞が日に日に増殖している、その記録を画像データで残すのだ。佐原先生も僕も無言で黙々と写真を撮り続けた。

　ピピピ……とアラームが鳴った。

「あ、時間」

「先生、タイマーかけてくださってたんですか」

「それくらいはするよ。悪かったね。今ならゆっくり出ても余裕だから。助かった、ありがとう」

　彼は学生の僕にきちんと頭を下げた。

「いえ。じゃあ、失礼します」

　僕も一礼して、動物舎を出た。八階から一階まで階段を使い、今度は学生通用門を通って駅に向かった。

　乗り換えが二回、約一時間半の道のりを、木曜日ごとに往復する。

　僕にとって、木曜は特別の日だ。

　特別の人と逢って、特別の時間を過ごす。

　水曜の夜は寝付けない。睡眠時間の短い僕には、しっかり眠らなきゃいけない、僅かで貴重な夜なのに、彼に逢えると思っただけで目が冴えてしまう。無理矢理でも眠っておかなければ、朝からの実習に差し支える。授業をおろそかには絶対にしない。だから、いつもこの電車の中で少し眠ることにしている。
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　もうすっかり日が暮れて、山道がほとんど見えない。いつも僕は目をこらして工房への慣れた道を探す。

「あれ……？」

　ぽっ、とほのかな明るさが草の間に見えた。

　近寄ってみると、小さなドーム状の素焼きのなかにロウソクが点いていた。

　少しだけ周りの草を刈ってあり、この形なら時々出没するイノシシが蹴っても大丈夫だろう。

　ここから細い脇道を上がると、工房だ。

　僕は素焼きの器を持って、坂を駆け上がった。

　母屋の脇にある窯のところに人影が見えた。

「英輔さん！　こんばんは」

「よお」

　陶芸家の時田英輔ときたえいすけさんは、廃屋だったここに住み始め、三年前に窯を完成させた。

「これ、ありがとうございました。助かりました」

「分かったか」

「すぐに」

「前みたいに転げ落ちたら困るからな」

　先日、僕は暗がりに足を取られて転んだのだ。

「これ、僕のために？」

「という訳でもない」

「だって、柚子の絵ですよ」

　素焼きに筆で柚子の意匠が施されていた。さっと描いたように見えて、若向きの絵にしてある。

「かまくらみたいで、すごくかわいい。女の子も喜びそう。売れるんじゃないですか」

「売らない」

「やっぱり、僕のため？」

「さあ」

　時田さんはぶっきらぼうに言った。今だって、きっと僕が来る頃だと思って外に出てくれていたのだ。

　母屋の中には囲炉裏がある。夏以外は炭が絶やされることがなく、いつも季節の野菜がたっぷり入った鍋がかけられてある。仕事用の窯の横に、調理用の窯がある。プロパンガスも引いているが、ご飯はいつも釜炊きだ。裏の畑で採れた野菜と、近所のおばさんが作った味噌、時田さんの食生活はとても健康的だ。

　それに、時田さんが作った器。それによそうと、一段とおいしくなる。箸は竹を削って僕の分も作ってくれたものだ。

　時田さんが七輪で魚を焼いていた。

「昨日、納品に行ったら、近くに海があって。釣ってきた」

「これ、なんていう魚ですか」

「アジ」

「えっ、アジってこんなに大きいんですか」

「切り身しか見たことないんだろ。うまいぞ」

　炊きたてご飯に、地鶏の産みたて卵。殻が固く、割るとこんもり黄身が盛り上がっていて、味が濃い。

　ふたりで、いただきます、と手を合わせた。

「ああ、おいしい。英輔さん、僕、すごく嬉しいです」

「何が」

　これ、と僕は横に置いていた、さっきの明かりを指した。

「英輔さんが僕に作ってくれたこと。すごく嬉しくって」

　時田さんは黙って魚をむしった。

　坊主に近い丸刈り、均整の取れた長身の時田さんを初めて見た人は、お坊さんだと思うらしい。確かに彼が送ってきた現在までの道のりは、僧侶の厳しい修行のようだ。

　いつも食事をしながら僕は、大学での出来事を小学生のようにあれこれと話す。

「…………今日も大学出る時に、佐原先生に見つかっちゃって。結局、電車乗りそびれて、ヌードマウスの写真撮ってたんです。せっかく英輔さんに会える日なのに」

「勉強の方が大事だ」

「うーん、でも、今日のは完全に佐原先生の仕事。僕の論文に関係ないことです」

「いつか役に立つ」

「そうかなあ」

　時田さんは、うん、と肯いた。

「英輔さんは？　今週、どんなだった？」

「いつもと同じだな。この前見せた大きな花器を昨日納品したくらい」

「え！　あれ、できたんですか。うわー、見たかった！　写真ありますか」

「まだ現像してない。ＤＰＥやってくれてた店がなくなって」

「もうデジカメに変えましょうよ。あ、ケータイだって撮れたのに！」

「携帯で撮る方法、あとで教えて。わからん……」

「この際だから、パソコンも買いかえてください。ＯＳが古すぎです」

「そういうのは……」

「僕がやります。ね、ケータイメールも。僕のメール読んだら、返信ってボタン押したらいいんです」

　時田さんと僕の携帯電話はおそろいだ。

「電話はかけることと、かかってくることができればいいんだ」

「英輔さん、昭和で止まってます……。メールもネットもゲームもできるし、音楽プレイヤーにもなるんです」

「着メロくらい知ってる」

「違います。ウォークマンみたいに聴けるんです。……もう何年も前から」

「聴かないからいい」

　ぷいとむくれた顔で時田さんがお茶を飲んだ。時田さんは土をこねるときなどでも、無音だ。ラジオもかけない。土の音を聞いているんだそうだ。

「デジカメ代わりにケータイで撮れば、コンビニでもプリントできます。まず、そこからにしませんか。僕も花器見逃したの悔しいし。じゃあ、洗い物は僕がしますから、英輔さん、窯見た後にケータイ持ってきてください」

　火を入れた窯は温度をチェックしなければならない。僕にせかされて、時田さんは立ち上がった。

　僕は時田さんの脚の間に座り込んで、一緒に携帯電話を操作した。

「ね、返信できたでしょう？　ほら、僕のに来た！」

「どうせメールは俊からしか来ないから、これだけできればいい」

「それはそれで嬉しいけど」

　僕は首を捻って顔を上げ、時田さんにキスを仕掛けた。
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　僕が伊勢崎龍真のものになった頃、時田さんは伊勢崎さんの内弟子だった。工芸高校で陶芸の基礎を学んで、美大に通いながら弟子として勉強していた。ほかの陶芸家のことは余りよく知らないが、伊勢崎さんは師匠として弟子を縛らなかった。磁器が主流の伊勢崎工房で、時田さんもずっと磁器に取り組んでいたが、だんだん陶器の創作に力をいれるようになっていた。

　あるとき、伊勢崎さんの責めが辛かった夜、僕はボロボロになって外の窯の脇でうずくまっていた。真冬で、身を切るような風が吹いていたけど、窯の横は暖かかった。

「うわ、驚いた。……俊太郎君？　どうした」

　窯を見に来た時田さんだった。僕は黙っていた。口を開いたら、泣いてしまいそうだったから。

「寒いだろ」

　時田さんは、マフラー代わりのタオルを巻いてくれた。

「……ごめんな。俺、全然気がつかなくて。この前まで知らなかったんだ」

　ほかの弟子が伊勢崎さんの性癖を教えたそうだった。

「まだ中学生だろ……辛いだろうに……」

　それきり、時田さんは何も言わず、二時間も僕のそばにいてくれた。真夜中の三時、やっと身体の痛みが薄れてきて、僕はうとうとしたらしい。彼は僕をおぶって居間のソファに運んでくれた。

　僕より八歳上の時田さんは、お兄さんみたいだった。僕にちゃんと年相応の中学生の扱いで接した。そんな大人はほかにいなくて、僕は本当に助かった。子どもである部分を認めて、心の逃げ場を作ってくれたのだ。でなけば、今以上にひねくれた嫌な成長をしたと思う。

　しばらくして時田さんは工房から出て行った。僕はそれを知らず、傷ついた。後日、理由を聞くと伊勢崎さんは「必要な家出」と言った。僕が心配した決別ではなさそうだった。少し前から彼はものすごく悩んで道に迷っていたから、その答えを探すためだと伊勢崎さんがおおらかに言った。僕が伊勢崎さんを嫌いになりきれないのはこういうところだ。弟子に自分のやり方を押しつけず、創作者、表現者としての個性と力を認める。ほかの工房から移ってきた弟子が、創作を奨励されたと感激のあまりに泣いていたのを見たことがある。

　時田さんは、暗い闇のなかにいたのだと思う。そんななかで僕の姿を見ると、いつも大丈夫かと気遣ってくれた。







　三年前、時田さんは「窯を作った」と伊勢崎さんに連絡してきた。それがこの家だ。もともと小さな窯があった横に試行錯誤して作ったという。新しい窯が落ち着くまで、古い窯で表現の模索をし続けた時田さんは、この年からコンクールに連続入賞している。

　僕がここに来るようになったのは二年前だ。

　どうしても時田さんに会いたかった。

　電話しても出なかったので、僕はいきなりやってきた。

　母屋の呼び鈴を鳴らしても出なかったので、窯の横に回ってみると、そこは工房になっていて、時田さんの広い背中があった。ぐっぐっと土をこねているのがわかる。

「時田さん」

「……俊太郎君か？」

「はい。お久しぶりです」

「大きくなったなあ。えっと……まだ高校？」

「やだなあ。大学二年生です」

「えっ！　もうそんなになる？　そうか。ちょっと待ってくれないか。いま、手を……」

「いえ、そのまま作業なさってください。ここで見てていいですか」

「時間かかるけど？」

「構いません」

　そう言って僕は工房の片隅に座り込んだ。Ｔシャツにくたくたのジーンズ、頭にタオルを巻いた時田さんは額にうっすら汗を滲ませて、土と戦っていた。以前よりずっと腕が太くなっている。

　外で鳥の声がしている。土の音、木の軋み、時田さんの息づかい。僕は見とれていた。

　気づくと、外が薄暗くなってきていた。壁を見回すと、僕のすぐ後ろに電灯のスイッチがあったので、入れた。

「あ……」

「手元、暗いでしょう」

「いや、すまない。うわ、何時だ？」

「五時です」

「いつの間に……」

　時田さんの驚いた表情がおかしかった。

「すごく集中なさってましたね」

「いや、本当に気づかなかった。お茶も出さずに、ごめん。時間、いいのか？　よかったらメシどう？　たいした物はないけど」

　時田さんは手早く濡れた布で土をくるんだ。

「いいんですか？」

「本当に何もないぞ。それでもいいなら、どうぞ」

　僕はただ時田さんの顔が見たくて来ただけだったのだけど、今の集中している姿を見ていて、そのまま帰る気にはなれなかった。

　米は僕が研いで、時田さんは野菜をざくざくと切った。

「たっぷり野菜の味噌汁。おかずはこれだけだが構わないか？」

「ぜーんぜん、問題なしです」

「じゃ、ちょっと米炊いてる間に汗だけ流してくる。すぐに来るから、野菜の鍋がふきこぼれないかだけ見ててくれる？　味噌は後で入れるから」

「はい、了解！」

　おどけた僕の頭にぽんと手を置いて、時田さんは炊飯釜を抱えた。







　夕食をいただきながら、僕は自分でもびっくりする程よく喋った。

　一緒に洗い物をしていると、時田さんがぽつりと言った。

「誰かとメシ食ったの、久しぶりだ」

「そうなんですか。じゃあ、これからは僕が来ます。時田さんが寂しくないように」

「遠いから、いい。俊太郎君も勉強があるだろうし。バイトもあるんだろう」

　先ほどアルバイトをしているとは言ったが、内容には触れなかった。

「先生は……どうしてらっしゃる」

「お元気ですよ。創作意欲はお変わりないみたいです。作品についてのあれこれは僕には分かりませんけど」

「そうか。よかった……。不義理してるから、そのうち挨拶に行かなきゃ」

「時田さんの納得のいく作品ができてからでいいんじゃないですか。先生もそれをお待ちなんだろうと思います。さっきの時田さん、すごく格好良かったです。きっと、良い作品ができます」

　僕は言い切った。

「ありがとう」時田さんは頭を下げて、続けた。「俊太郎君……君……その……まだ先生と……？」

「ええ」

　隠しても無駄なことだ。僕はあっさり認めた。

「そうか……」

　時田さんは大きく息をついた。

「かわいそうだなんて思わないでください」

「……そうだな」

「時田さんは、結婚しないんですか？　彼女は？」

「いるように見えるか」

「すみません、見えません」

　二人で笑った。

「俊太郎君こそ、女の子にもてるだろう。先生のことは……まあ、置いといて、ちゃんと恋しろよ」

「恋してます」

「あ、そう。ならよかった。好きな人、いるんだ」

「います。目の前に。今日、恋に落ちました」

　僕はまっすぐに時田さんを見た。

　うろたえた時田さんが、茶碗を落としそうになり、僕がキャッチした。

「あ、あ、すまない。ありがとう。いや、その、えっと……」

「土をこねてる姿に惚れました。女の子じゃなくてごめんなさい。気持ち悪いでしょう」

「いや、そんなことは……。俺は女性にも縁がなかったし、そんなこと言われたの初めてだ」

「告白されたの、初めてなんですか？　本当に？」

「悪かったな」

「すみません。そういう意味じゃなくて……最初が男でごめんなさい」

「謝るな。俊太郎君は悪くない」

「僕……今の今まで、本当は女の子が好きなんだと思ってました。男の人とは仕事だから仕方ないって。でも、違ったんですね。僕は男として、男の時田さんが好きなんだって分かりました」

　僕は思いきって時田さんに抱きついた。びくっと身を固くしたけど、時田さんは何も言わずに僕の頭を撫でてくれた。

　僕より少し背が高くて、胸板が厚くて、腹筋がしっかりと堅い。清潔なＴシャツは彼の乳首が立っているのを僕に教えた。

　僕が離れないので、時田さんはちょっと困った顔をしていた。

「ぎゅっとしてください」

　時田さんは、言うとおりにしてくれた。逞しく発達した腕が、僕をしっかりと抱きしめた。

「あったかい……」

　僕が呟くと、時田さんが肯いた。

「時田さん、僕が嫌じゃないですか？」

「全然」

「じゃあ、キスしてください」

「それは……」

　嫌がってるんじゃなくて、たじろいでる時田さんは、多分ほとんど女性とも経験がなかったんだと思う。僕は背伸びして、時田さんの唇を奪った。

　時田さんのことを名前で呼ぶようになったのは、この夜からだ。
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「え……英輔さん……んっ…ん…ん……っ……」

　僕の身体は激しく揺さぶられる。時田さんのはとても太くて、いつも僕の中を満たす。

「俊っ！」

　熱いマグマが噴き出すように、時田さんは僕の中に放った。達くときにちゃんと僕の名前を呼んでくれる。時田さんの荒い息で上下する胸にぴったりとくっついて、僕は幸せな気分になる。

　僕はアルバイトでセックスするけど、タチ役ばかりだ。僕の中に入ることができるのは、時田さんと伊勢崎さんだけで、伊勢崎さんはもうほとんどできない。

「英輔さん、好き」

　彼の耳に息だけで囁くと、時田さんは僕を抱く手に力を込めた。

「このまま、泊まっていけ」

「えっ！」

　僕は思わず身を起こした。時田さんがこんなことを言うなんて初めてだ。

「だめか」

「いいえ、朝早く出れば大学には間に合います」

　一度帰って着替えるくらいの時間は取れるだろう。

「泊まってもいいんですか？」

「帰るな……」

「……ん」

　時田さんはもう一度僕を抱いた。







　まだ夜明け前に目が覚めた。

「おはよう」

「おはようございます。起こしちゃいましたか」

「そろそろ窯見に行く時間」

　そう言った時田さんに僕は小さくキスをした。ひげがザラリとした。

「幸せで、不思議」

「何が」

「目が覚めて、横に英輔さんがいるって不思議な感覚。僕、誰かと一晩過ごしたのは初めてです」

「うそ」

「本当です」

「……先生とも？」

「朝まで一緒にいたことはないです。僕にも初めてのことってあります」

　今度は時田さんからキスをされた。

「朝飯、食ってくか」

「すみません、行かなきゃ。朝の乗り継ぎ時間ってわかんないし」

「そうか」

「ケータイでも調べられますけどね」

　僕は笑って布団から出た。

「次に来るときまで、覚えてくださいね。毎日メールしますから」

「努力する」

　時田さんが何か言いたそうな顔をした。

「ん？」

「いや……さっきの話」

「ケータイ？」

　昨日のシャツをそのまま羽織って、ボタンを留めた。

「違う。俊、今度、服、置いてけ」

　時田さんは真面目な顔をしていた。
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　次の週は、授業後すぐに電車に乗れた。

　前日の水曜に家庭教師先でトラブルを起こしたので、気が立ってたけど、時田さんの姿を見たとたんに、泣き出したいくらいに安心した。

「英輔さん！」

　挨拶もせずに僕は彼に飛びついた。

「よお……どうした？」

「なんでもないです」

　土や釉薬の匂いに混じって、男の匂いがする。時田さんの匂いだ。

「言ってみろ」

「家庭教師のバイト、辞めます。また探さなきゃ」

「何かあったのか」

「人に物を教えるのって難しいですね。僕に向いてないのかもしれません」

「将来、患者に接するくせに、いまからそんなでどうする」

「そうですよね……」

「ま、いざとなれば俺が食わせてやるから、まあ、くよくよするな」

　僕は時田さんの胸に顔を埋めた。涙が出たのを見られたくなかった。彼といると、どうしてこんなに安らかな気分になるんだろう。どうして素直になれるんだろう。

「僕、すごく嫌な人間になっちゃった。腹が立って我慢できずに生徒さんを虐めてしまいました」

「生徒っても年上なんだろ？」

「でも、キレたのは僕です。確かに相手は傲慢だったけど、僕の方が傲慢でした。あーあ。僕ドＳなのかも」

「ドＳが反省してるのか」

　僕が肯くと、時田さんは笑った。

「俊のストレスは俺が窯で焼いてやる」

「あーいいかも。燃料の代わりになればいいけど。変な作品が焼き上がりますよ。釉薬がむらむらで、気泡がいっぱいで……金属なら巣が入ったりってあるけど、焼きものはヒビかな？　きっと僕のストレスは毒がありすぎです」

　隠し事と嘘がたっぷりな僕の生活。何が本当か分からない。

「毒を含んだ作品か……。俺は、持つ人が落ち着くような物を作りたいと足掻いてたけど、毒か。毒。何の毒だ？　解釈は広いな」

　時田さんは呟いた。

「先生が俊を離さないわけだ」

「なんですか、それ」

「インスピレーションの塊。姿のうつくしさ、存在感。俊がいるだけで刺激される」

「そうですか？」

　そんな理由で僕と付き合っているのか。好きでいてくれているのではなかったのか。

　ここで寂しさを出せば、時田さんはつかなくていい嘘を僕に言わなくてはならなくなる。下手な慰めはいらない。僕は無理に笑顔を作った。

「来週、ちょっと土掘りに行く」

「逢えませんね……」

　時々、時田さんは遠くの山の中へ土を取りに行く。いま、ちょっと複雑な気持ちになってしまった僕にこの距離はいいのかも知れない。
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　鳳凰会のパーティ後の一週間、僕は調子が悪かった。体調もすぐれなかったし、何に対しても気が乗らなかった。

「ユノ君どうしたにゃん？」

「なんだかね、疲れてるみたいなんだよね」

　和田さんと白井が直接僕に言わずに話している。返事するのもいつも以上にぶっきらぼうになっていたらしく、友人たちにも気を使わせてしまった。それがまた申し訳なく、ますます気分が沈んだ。

　続けることになった家庭教師先の立花家に行っても、怒る気力もなく、淡々と教科書を読んだ。立花さんも素直だった。

　実験は試験管洗いで時間をつぶした。前向きでないときには単純作業をしていろ、と佐原先生が片目を瞑った。

　コスプレして中村先生をいたぶるのも、今日はソフトなシチュエーションにしましょうと最初に提案して乗り切った。少し違う設定に中村先生はいつもより興奮していた。

　そして、木曜の授業終了後。

「あれ、どうしたの。いつも走って帰るのに」

　浅野が言った。

「うん。今日は休み」

「やっぱ、体調悪いの？　ここんとこため息ばっかついてる」

「ため息、ついてる？」

「うん。もしかして何か悩んでることとかある？　嫌じゃなかったら聞くよ？」

　普段ちょっとヒネた感じだけど、こういうときの浅野は、鋭くて優しい。

「ありがと。多分、大丈夫」

「そうか？　今週、昼飯ほとんど食ってないだろ。夜は食ってる？　いつも忙しいんだから、休めるときは寝ちゃえ。疲れたまってるんだよ、きっと」

「そうだね、そうする」

　僕は素直に家に帰った。

　大学から徒歩五分の小さなワンルームマンションに僕は住んでいる。いつも深夜にしか帰らないから、夕刻から家にいるなんてことは初めてに近い。思った以上に疲れているのかも知れない。バッグを置いて横になったら、起き上がれなくなってしまった。

「あ、あれ……？」

　鉛のように手足が重くて、沈み込むように感じる。

　こんなに疲れていたのか。浅野に言われるまで気づいてなかったけど、食欲もない。

「英輔さん……」

　時田さんに逢いたい。でも、彼が求めているのはインスピレーションを与えられる僕だった。僕を好きでいてくれたわけじゃない。

　伊勢崎さんは僕と時田さんが付き合ってることを知っている。反対もしないし、邪魔もしない。伊勢崎さんが僕を手元に置いておくのも、作品のためなのだろう。僕を抱くことで、いらぬストレスを捨て、欲しい閃きを得る。僕はその手段で玩具でしかないのだということを、今更ながらに理解した。

　時田さんが個展をするなんて聞いてもいなかった。そんな大事なことを知らされてないこともショックだった。

　鳳凰会のパーティで、見習いたいと思う大人が沢山いた。目指したい人たちのまぶしさは、努力の証だと知った。僕は努力して、彼らに少しでも近づけるだろうか。余裕を持った大人になれるだろうか。理想の歯科医師になれるだろうか……。

　目が覚めているのに、身体が言うことを聞かず、冴えた頭でこんなことばかり考えていた。

　バッグの中で携帯電話がメールと電話の着信音を鳴らし続けていたが、僕は出られなかった。







「どうする？　救急車、呼ぶ？」

「深く眠ってるだけみたいだけど……」

　ずいぶん遠いところから何か聞こえる。走って近づきたいけど、踏み出した足がずぶずぶ沈んで、進めない。それでも、やっとたどり着いた。

「あ、目開けた！　柚木！　分かるか？」

「柚木！」

「……ん……」

　茂木と白井、浅野が僕のそばにいた。

「柚木、大丈夫か。苦しくない？」

「え……」

「柚木が学校に来ないなんて、おかしいと思ってさ。電話しても出ないし」

「なに？」

　僕はぼんやりして意味がわからなかった。

「おまえ、いつから寝てんの。いま、金曜の昼休み。何かあったと思って来たら、鍵開いてるし、おまえはぴくりとも動かないし」

　白井が説明した。

「ごめん……ありがと……。なんか動けなくて」

　僕は寝たまま言った。まだ手足が動かない。

「吐き気とかめまいとかする？」

「それはしない」

「なら、大丈夫大丈夫。ほらよっ！」

　浅野が背中に手を入れて起こしてくれた。

「あ、動けた」

　僕は大きく息をついた。

「きっと、ストレス。バイトで忙しすぎたんだ、きっと。兄さんが同じだった。優等生のスイッチ切れ」

　浅野が分かったようにいい、茂木がペットボトルのふたを開けた。

「はい、ポカリ。飲んだほうがいいんじゃない？　おにぎりも買ってきた。食べられる？」

「ありがとう。あとで……あ！　学校！」

「休めよ。てか、行けないだろ？　今日は実習ないし大丈夫だって。特待生の条件に関わるなら、うちの親父に病欠の診断書書いてもらえばいいよ」

　白井がにっと笑った。

　また携帯電話の着信音が鳴った。この着メロは時田さんだ。

「さっきからずっと鳴ってる。このバッグ？」

　茂木がバッグごと渡してくれたが、留守電になったのか、音は止んだ。

「ありがとう。明日は必ず行くよ」

　僕は泣きそうな気分になった。心配してくれる友達がいることが、嬉しかった。

「明日は土曜日、大学ないよ。だから休みまくれ。診断書、親父に言っとく。病名適当に付けておくから文句言うなよ」

　三人がそろって親指を立てた。すごくイケメンに見えた。
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「ストレス……か」

　動けるようになった僕は、ポカリを飲んで、おにぎりを二個食べた。

　携帯電話を見ると、メールも着信履歴もあふれかえっていた。ほとんどが時田さんからだ。

　なんて書けばいいだろう……。メール作成画面を開いて、僕はちょっと迷った。

　そのとき、チャイムと同時に玄関ドアが開いた。

「俊！　大丈夫か！」

「英輔さん」

「ああ、よかった……。電話もメールも出ないから、何かあったのかと……」

　息を切らしてる。時田さんは走ってきたのだ。

「大丈夫か？」

「ん……。電話出なくて、ごめんなさい。上がってください」

　靴紐を解く時田さんの首筋が汗で光っている。

　タオルでそっと拭くと、時田さんは僕を見た。

「何があった」

「ちょっと寝てました。スイッチ切れだって友達に言われました」

　大学を休んだこと、さっき友人が見に来てくれたことを話した。

　英輔さんの脚の間に僕が座って後ろから抱っこされていた。

「そうか……。本当に身体は大丈夫なのか？　病院、行った方がいいんじゃないか」

「もう平気です。それより英輔さん、土は」

「そんなもの、どうでもいい。今週、俊のメールおかしかったし、返信が急に来なくなって、電話も出ないとなれば、何かあったと思うだろ」

「心配してくれたんですか」

「当たり前だ。山は逃げない。土はまた掘ればいい。俊の方が大事に決まってる」

「英輔さん……」

　いままで、時田さんからこんな言葉聞いたことがない。

「もうバイト全部辞めろよ……金は俺がなんとかする」

「もともとバイトは来年三月で全部辞める予定です。五年になったらそんな時間とれないから、五、六年生の二年間の学費をいまのうちに貯めてるんです。あと少しですから、やり通します」

　僕の貯金は時田さんが思っている以上に多い額だ。この身体を売ってここまで来たのだ。

「でも、体調崩してまで……」

「平気です。まだ頑張れます。無理は……もうしません。すみませんでした」

「謝るな」

　時田さんが小さくキスをした。

「ずっと考えてたんだが……。俊、俺と暮らさないか」

「えっ！」

「おまえを先生にもほかの誰にも渡したくない」

「……英輔さん。それは、作品のためですか」

「どういう意味だ」

「僕がいるとインスピレーションを受けるって……」

「そうだ。すごい存在感だからな。おい、もしかして、俺がそれだけでおまえを、って思ってるのか？」

　僕は時田さんの目を見た。

「ばかな……。俊、おまえ、先生もそうだと思ってないか。違うぞ。確かに辛いことをおまえに課してらっしゃるけど、あの方はおまえを愛してる。俺が先生に嫉妬するのは、そこだ。作品ではいつか乗り越えられるかもしれない。だが、柚木俊太郎に関しては、絶対に負けたくない。いや、負けない」

　僕は身体の力が抜けた。

「おい。え、ちょっと！　おい、大丈夫か！」

　時田さんが、しっかり僕の身体を支えた。僕は時田さんの胸に顔をくっつけて抱きしめられる心地よさに甘えた。

「ん、どうした……」

　時田さんの声も甘くなった。

  しばらくそうしていた僕は、身を起こして、座り直した。

「英輔さんのお気持ちはすごく嬉しいです。ありがとうございます。でも、僕は伊勢崎さんと離れることはできません。好きとか嫌いとかじゃなくて。いろいろあって、あの方が僕を切るまで、続きます」

　時田さんがほんの少しの間、目を閉じた。

「今度、個展されるんですってね」

「聞いたのか」

「ええ。僕はこういう時、聞いてなかったって英輔さんに言っていいですか？　英輔さんの前では、僕はすごく素直になれます。でも、こんなこと言うと、こどもっぽすぎて嫌われるんじゃないかと怖くなるんです」

「不満があれば、言ってくれ。言っていいんだ。俺には何の我慢も遠慮もするな」

「じゃあ」

「じゃあ？」

「僕の目を見て、愛してるって言ってください」

「う……」

　時田さんは少し赤くなった。

「いいんです。いま言ってもらわなくて。僕は勉強して大学卒業して、歯科医師になります。使い物になるまで何年もかかります。それまでは、このままで。英輔さんも個展がんがん開ける作家になってください。そして、いつか、もう一度僕にプロポーズしてください」

「わかった。そのときは、断るな」

　僕たちは、静かに唇を重ねた。










了








その日だけでなく、いつも
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